
ail

所
謂
｢成
吉
思
汗
砕
石
｣
に
封
す
る
諸
研
究
に
就

い
て

～
ク
リ
ユ
ー
キ
ン
の
論
文
の
制
謬
紹
介
を
中
心
と
し
て

-
愛

宕

枚

男

｢

は

し

が

き

元
朝
中
期
の
文
献
と
栴
す
る
"
J

ir
iiken･ii
t

olta
y
in
tayi･

lbu
ri"
乃
至
之
に
依
球
せ
る
蒙
古

･
西
域
史
料
を
基
と
し
で
'

蒙
古
族
の
問
に
於
る
文
字
の
歴
史
を

二

一四
七

-
一
二
五

一
年

の
閲
に
放
て
ラ
マ
僧

S
a･skya
P
andita
に
始
ま
る
と
す
る
見

解
は
今
日
な
ほ
紹
無
で
は
な
い
け
れ
ど
も
'
面
も
共
が
謬
見
た

る
事
は
諭
を
保
た
な
い
｡
十
三
世
紀
中
英
､
蒙
古
人
の
畏
書
見

字
採
用
を
言
ふ
カ
ル
ビ

こ
､
ル
ブ
ル
ッ
キ
ー
の
記
録
は
年
代
的

に
此
間
蛭
解
決
に
茸
し
得
な
い
と
す
る
も
'
太
宗
配
列
苛
耶
皇

后
監
図
四
年
の
日
附
を
持
つ
山
東
朝
塊
願

｢
興
国
寺
舎
利
塔

令

旨
砕
｣
(
別
売

頂

)

或
は
太
宗
七
年
の
富

姦

す
陳
西
部

願

｢
霊

草
等

碑
｣
(雌
駅
切
紙
f
空

に
は
己
に
蒙
等

(良

書
見
字
)
使
用
の
事
蜜
が
侍

へ
ら
れ
て
居
る
｡
就
中
'

一
九
二

〇
年
バ
チ
カ
ン
苗
文
書
中
に
於
て
ペ
リ
オ
等
の
静
見
に
係
る
法

王
イ
ン
ノ
セ
ン
･L
四
せ
宛
グ

ユ
ク
汗
の
書
翰

-
之
は
波
斯
文

で
書
か
れ

一
二
四
六
年
の
日
附
を
持
っ
て
ゐ
る
-

に
は
､
現

に
六
行
よ
り
な
る
蒙
古
語
長
書

見
字
の
印
塾
が
認
め
ら
れ
て
居

る
の
で
あ
る
｡
蒙
苗
字
の
歴
史
が
史
に
央
起
源
を
過
去
に
求
め

ら
る
可
き
は
明
か
で
あ
る
｡
さ
れ
ば
成
青
息
汗
の
畏
尊
兄
字
採

用
を

一
二
〇
四
年
乃
蟹
征
伐
中
の
7
挿
話
と
し
て
記
載
す
る
元

史
塔
塔
統
阿
侍
は
､
此
の
瓢
常
時
の
情
勢
と
併
せ
考

へ
て
容
認

さ
る
可
き
で
あ
ら
う
0
少
-
と
も
'
浜
北
を

一
丸
と
す
る
統

一

的
部
族
制
観
家
の
成
立
が
西
方
ウ
イ
グ
ル
文
化
岡
と
の
間
に
開

始
し
は
じ
め
た
統
制
的
'
秩
序
的
な
鹿
接
交
渉
と
呼
鷹
し
て
､

或
は
内
面
的
要
求
と
し
て
或
は
客
観
的
必
然
性
に
教
て
'
長
音

晃
文
字
採
用
を
常
時
に
蜜
硯
せ
し
め
た
事
の
み
は
之
を
承
認
せ

ね
ば
な
ら
な
い
｡
歯
初
蒙
古
王
族
の
師
侍
と
し
て
登
用
さ
れ
た
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畏
吾
見
入
恰
利
亦
恰
赤
北
魯

･
岳
璃
帖
穆
繭

･
庫
蘭
書
司
等
の

事
絹
は
此
の
断
定
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
｡

現
存
す
る
苗
代
ウ
イ
グ
ル
蒙
古
文
字
の
文
献
は
其
激
甚
し
-

は
抄
L
と
せ
な
い
O
諸
汗
図
の
貨
幣
を
除
外
す
る
も
'
イ
ル
汗

ア
ル
ゴ
ン
､
ウ
ル
ジ
ヤ
イ
ツ
ー
よ
り
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
四

世
宛
の
三

八
九
年

･
三

C
葺

附
書
簡
(酢

舶
触
肘
撃

一
八
四
八
年
ド
ニ
ヱ
プ
ル
河
畔
出
土
'
金
帳
汗
固
ア
ブ
ヅ
ラ
ー

汁
(
JC
匹1二二
年 三三
/(､lLJ.▲二二一._/ヽノ'ヽ
八三八二
･こ- l
＼一一 ノ
の
銀
拷
(
･i
軒
か
紗
那
酎
)完

統
三
年
(
芸

)
隻

の
張
度
瑞

･
甘
塩
台
の
碑
､

一
三
四
五
年
の
居

唐
閲
の
碑
､

二
二
九
三
年
､
金
帳
拝
観
ト
フ
ク
ミ
シ
汗
の
詔
勅

の
如
き
其
の
代
表
的
な
も
の
た
り
得
る
で
あ
ら
う
｡
唯
そ
れ
上

記
畏
貴
兄
字
採
用
の
賞
初
に
近
き
漠
北
時
代
に
展
す
る
も
の
に

至
っ
て
は
'
著
し
く
英
数
を
局
限
せ
ら
れ
'
櫓
に
上
掲

7
二
四

六
年
の
グ

ユ
ク
汗
の
印
垂
及
び
其
自
身
明
確
な
る
デ
ー
ト
を
映

-
も
而
も
成
青
息
汗
の
晩
年
'
少
-
と
も
現
存
せ
る
最
古
の
蒙

苗
字
文
献
と
し
て
諸
説

一
致
す
る
所
謂

｢
成
青
息
汗
碑
文
｣
の

二
つ
を
数

へ
る
に
過
ぎ
な
い
｡
さ
れ
ば
本
紀
念
碑
の
有
す
重
要

性
は
軍
に
共
が
蒙
古
語
の
最
古
の
雛
型
で
あ
り
文
豪
古
人
の
残

せ
る
最
古
の
文
献
た
る
鮎
に
於
て
の
み
な
ら
ず
､
更
に
蒙
古
帝

国
初
期
の
文
化
硯
象
に
直
接
閥
接
紬
輿
を
有
す
る
鮎
に
認
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
然
る
に
も
不
拘
､
本
碑
文
の
解
講
は
年
月

払
よ
る
碑
面
の
磨
滅
破
損
其
他
の
悪
修
件
に
災
せ
ら
れ
て
'
決

定
的
な
解
決
を
な
腔
婿
乗
に
残
す
の
現
状
に
止
ま
っ
て
居
る
.

嘗
て
新
し
く
提
出
是
認
さ
れ
た
解
樺
に
し
て
攻
で
反
封
否
認
せ

ら
れ
､
或
は
前
に

一
度
は
反
駁
せ
ら
れ
な
が
ら
も
再
び
支
持
賛

同
せ
ら
れ
た
見
解
も
少
く
は
な
い
O
さ
れ
ば

一
腰
こ
1
に
従
来

の
論
説
の
経
過
を
通
報
し
其
結
果
を
整
理
し
て
以
て
今
後
の
研

究
の
完
成
を
待
ち
た
い
｡

尤
も
本
紀
念
碑
に
封
す
る
研
究
と
云
っ
て
も
畢
術
的
主
撞
的

に
之
を
取
扱
っ
た
限
り
'
シ
ユ
,,J
ッ
ト
｢
蒙
古
人
統
治
時
代
の
最

古
の
一
碑
文
に
就
い
て
｣
(
Ⅰ,
J
,
S
chm
idt
‥
B
e
richt
tiber

ein
e
Tn
sch
rift
au
s
d
er
巴
testen

Z
eJ+I
d
er
M
o
n
g
o
len
･

H
e
rrsch
a
ft.
=M
6
m
o
ires
d
e
lrA
cad
6m
ie
d
es
S
cien
ces

d
e
S
t,･P
etersb
u
rg
",
d

e
serie,
v
o
l･
叫
.
)83
4

)

に
始
ま
り

バ
ン
ザ

ロ
フ

｢
成
青
息
汗
の
甥
イ
ス
ン
ケ
大
公
碑
の
蒙
古
碑
文

の
解
樺
｣
(
D
I
B
anZLarOV
:
O
by
asn
en
ie
m
o
rlg

Ot'Skoi
nad
･

p
isi
n
a

p
am
y
atn
ik
u
i
kn
y
a
zy

a

isun
k
e,
ptem
y

an
n
ik
a

C
ing
is･H
ai
a.
"

C
o
rn
ay
a

v

era".
s
p
b.二

8
9
)
)

ク
リ

ユ

ー
キ
ン
｢
(
ル
ヒ
ラ
石

(
成
青
息
汗
石
)
に
刻
せ
る
最
古
の
蒙

古
碑
銘
｣
(
Ⅰ･
A
.
K
Jiikin
:
D
revnyeigfay
a
m
ongo
t.skaya
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n
a
d
p
i
s
.

n

a

H
a

rh
ir
a
'sk
o
m

(
C
in
g
isIh
an
o
v
o
m

)

k
a
m
n
e
.

｡

T
ru
d
u
i
g
o
s
d
a
r
s
t
v
e
n
n
o
g
o

d
a
l
'n
e
v
o
s
t
o
e
n
o
g
o

U
n
iver･

s
l
t
e
t

a
"
,

Seriy
a

W
.

No5
,

)927
)

に
経
る
三
籍
を
数

へ

る
に
広
ま
る
｡

而
も
シ
ュ
,,,
ッ
ト
の
研
究
は
寧
ろ
畢
な
る
刺
評

と
も
補
す
可
き
も
の
に
過
ぎ
ず
'
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
論
文
又
近
時

播
磨
誓

氏
の
警

(
謂

諸

棚
査
)
を
得
て
従
来
の
如
き
参

照
の
困
難
よ
り
解
除
さ
る
1
に
至
っ
た
｡
是
れ
本
籍
が

｢
成
青

息
汗
碑
石
｣
の
諸
研
究
の
展
望
を
短
し
っ
1
､
勢
ひ
専
ら
ク
リ

ュ
-
キ
ン
の
論
文
の
紹
介
斬
罪
に
終
始
す
る
に
至
っ
た
所
以
で

あ
る
｡

二
'
碑

石

と

碑

文

所
謂

｢
成
青
息
汗
碑
石
｣
と
補
せ
ら
る
1
妃
念
碑
が
畢
界
に

紹
介
せ
ら
れ
た
の
は

一
八

7
八
年
に
始
ま
る
o
シ
ベ
リ
ア
研
究

家
ス
｡ハ
ス
キ
ー
S
p
ask
y
は
同
年
｢
西
比
利
萌
通
報
｣
S
ib
ir
skij

V

estnik
諒
第
四
篇
に
次
の
如
き
報
告
を
麓
し
て
居
る
｡

｢
ア
ル
グ

ノ
河

A
r
gun左
岸
に
注
入
す
る

一
支
流
､

ウ
ル
リ

ユ
ン
グ
河

U
rutyu
n
g
の
北
方
に
は
花
南
岩
質
の
山
々
が

一

両
の
森
林
に
覆
ほ
れ
て
居
る
｡
然
る
に
此
等
高
地
よ
り
一
∩南

方
U
寧
日
行
程
'
支
那
と
の
図
境
地
帯
に
至
れ
ば
鹿
渦
な
ス

テ
ツ
ブ
が
展
開
す
る
｡

此
山
地
に
静
涼
し
ウ
ル
リ

ユ
ン
グ
河
に
向
つ
て
流
れ
る
数
保

の
小
川
は
執
れ
も
途
中
'
流
砂
の
閥
に
滑
失
し
て
一
も
ウ
ル

リ
､ユ
ン
グ
河
に
達
し
な
い
｡

此
等
諸
川
の
中
'

ク
ィ
ル
ク
ィ

ル
川

K
u
irk
u
ir
及
び

マ
ラ
ー
ヤ
･
コ
ン
ヅ
-
ヤ
川
M
alarv
a

K
o
nduyaの
沿
岸
に
は
前
代
の
住
民
の
建
造
に
か
1
る
若
干

の
建
物
の
遺
跡
が
存
し
た
が
､
其
等
は
己
に
大
分
以
前
に
蓉

堀
せ
ら
れ
'

唯
ク
ィ
.ル
ク
ィ
ル
川
沿
岸
の
遺
跡
の
み
が

な
ほ

未
調
査
の
ま
1
に
姥
さ
れ
て
居
る
o
併
し
余
が
入
手
し
た
見

取
恩
に
伐
れ
ば
､
此
等
遺
跡
は
互
に
九
十
サ
ゼ
-
ン

(
約
二

百
メ
ー
ト
ル
)
の
間
隔
に
春
る
事
が
推
知
せ
ら
れ
る
｡
遺
跡

中
の
土
壁

･
土
堤
の
或
物
は
様
々
な
叉
奇
異
な
方
向
を
具

へ

て
居
る
が
'
併
し
其
の
四
角
形
の
外
報
よ
り
す
れ
ば
其
等
は

棚
の
土
嚢
で
あ
っ
た
事
が
偲
ば
れ
る
｡

ク
ィ
ル
ク
ィ
ル
川
の
上
流
'

此
等
の
遺
跡
よ
り

五
霞
運
の
地

鮎
に
若
干
の
古
墳
郡
が
存
在
す
る
｡

一
部
の
人
々
の
確
言
す

る
所
に
伐
れ
ば
'
東
洋
文
字
の
碑
文
を
刻
し
た
玉
大
な
花
尚

岩
碑
石
が
存
し
た
の
は
此
の
古
墳
群
の
側
で
あ
っ
た
と
｡
併

し
他
面
､
之
に
封
し
て
大
部
分
の
人
々
は
本
碑
石
は
コ
ソ
ヅ

-
川
沿
岸
の
遺
跡
蓉
堀
の
際
に
醇
見
せ
ら
れ
た
諸
紀
念
碑
の
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.I
で
あ
る
と
主
張
す
る
｡｣

其
後

ロ
シ
ア
帝
室
畢
士
院
合
員
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

7
八
三
三
年

三
月
二
十
二
日
ア
カ
デ
ミ
ー
の
公
開
講
演
に
於
て
､
右
ス
パ
ス

キ
ー
の
紹
介
並
に
常
時
親
し
-
現
地
に
赴
い
た
学
士
院
書
記
シ

ル
リ
ン
グ
･
フ
ヲ
ン
･
カ
ン
シ
ュ
ク
ー
ト

S
ch
illirlg

Y
o
n

C
a
n
･

stad
t
の
報
告
に
基
き
'
本
碑
石
露
見
の
事
情
を
大
約
左
の
如

-
静
表
し
た
.

｢
支
邦
と
の
国
境
に
近
き
ウ
ル
リ

ユ
ン
グ
河
の
一
支
流
'

マ
ラ

ー
ヤ

･
コ
ン
ヅ
-
ヤ
川

-
現
今
蒙
古
人

･
ツ
ン
グ
ー
ス
人
は

之
を

C
hoLlda
i
川
と
鞘
し
て
居
る
-
の
畔
に
厳
櫨
が
弄
る

事
は
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
居
た
｡
嘗
て
'
此
地
よ
り
四
露
里

の
コ
ン
ズ
ー
イ
ス
カ
ー
ヤ
柑

S
tob
o
d
a
K
o
n
d
u
isk
aja
の
住

民
が
何
か
利
得
を
雷
に
し
て
'
之
が
野
堀
に
従
事
し
た
事
が

あ
っ
た
｡
彼
等
は
路
に
魔
境
を
覆
っ
て
居
た
潅
木

･
芝
草
の

下
か
ら
長
さ
四
十
三
尊

F
ad
en･
巾
二
十
三
尋
の
建
物
の
遺

跡
を
堀
り
出
し
た
.
建
物
の
内
部
に
は
龍
其
他
怪
獣
を
彫
ん

だ
花
尚
岩
の
石
塊
-

此
等
は
併
し
支
郷
凪
な
も
の
で
は
な
か

っ
た

-
其
他
花
覇
岩
の
切
石
等
が
包
蔵
さ
れ
て
居
た
｡
此
等

出
土
品
は
其
後
村
民
の
手
に
よ
:1
悉
-

二
寸
勧
建
立
の
材
料

に
使
用
せ
ら
れ
た
が
､
僕
に
怪
獣
の
形
を
し
た
石
塊

一
偶
と

此
虚
に
問
蔭
と
せ
る
蒙
古
文
字
を
劃
し
た
碑
石
の
み
は
'
車

に
も
難
を
免
れ
て
ネ
ル
チ
ン

ス
ク
市
に
移
送
せ
ら
れ
た
O｣

要
す
る
に
コ
ン
ズ
ー
イ
ス
カ
ー
ヤ
村
民
の
事
に
よ
り
マ
ラ
ー

ヤ

･
コ
ン
ヅ
-
ヤ
河
畔
に
静
見
せ
ら
れ
た
本
紀
念
碑
は
､
其
後

7
号
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
に
移
さ
れ
た
が
程
な
-
ス
｡ハ
ス
キ
ー
の
努

力
に
依
っ
て

7
八
二
九
年
常
時
の
首
都
べ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
移
管

せ
ら
る

1
に
至
っ
た
｡
現
今
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
ア
ジ
ア
博
物

館
正
面
の
壁
問
を
飾
れ
る
碑
石
は
乃
ち
是
で
あ
る
｡
因
に
該
地

の
詳
細
な
る
地
形
恩
は

ク
ズ

ニ
エ
ツ
ツ
ヲ
フ

｢
TT
ン
ズ
ー
イ
ス

カ
ー
ヤ
村
及
び
其
附
近
に
教
る
磨
祉
｣
(
A

.

K
.
K

u21netSO
V
:

R
a
z
v
a
lin
u
i

k
o
n
d
u
isk
ag
o

garo
d
k
a
i

e
g
o

o
k
re
s
tn
o
s
ti.〉

V
tad
iv
ostok
)
)920

に
掲
載
さ
れ
て
居
る
.

砕
石
は
'
昭
和
五
年
九
月
親
し
-
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
紅
茶
て

調
査
せ
ら
れ
た
本
革
助
教
授
梅
原
来
泊
氏
の
言
に
よ
れ
ば
､
両

の
粗
な
る
花
覇
岩
切
石
で
あ
っ
て
､
頂
部
は
不
均
斉
な
弧
状
を

カ
ナ
ノ

施
し
下
部

に
方
形
の
要

石

を
有
す
る
と
0
左
に
掲
ぐ
る
も
の
は

同
助
教
授
を
煩
は
し
て
得
た
賛
測
掛
で
あ
る
｡

碑
石
面
に
は
五
行
よ
り
成
る
碑
文
が
刻
ま
れ
て
居
る
｡
第

一

行
の
極
め
て
短
い
行
は
表
題
と
し
て
他
の
四
行
よ
ゎ
高
-
'
蒙

古
人
大
帝
成
青
息
汁
の
名
前
を
記
す
.
同
様
に
第
四
行
も
叉
前

60



347

の
柄
行

･
後
の
一
行
よ
り
は
高
-
面
も
昂

一
行
よ
り
は
低
-
戻

書
さ
れ
､
本
碑
文
の
主
人
公
た
る
成
青
息
汀
の
甥
諸
王
也
松
格

の
名
前
に
始
ま
る
｡
最
後
の
行
は
年
行
に
過
ぎ
な
い
｡
全
五
行

を
通
じ
二
十
の
用
語

(
バ
ン
ザ
ロ
フ
､
シ
ユ
､､､
ト
は

二
十

7

語
)
'
他
に
接
尾
語
六
､
句
讃
鮎
二
が
使
用
さ
れ
て
居
る
｡

碑
石
は
周
知
の
如
-
'
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
に
運
搬
の
途
上
破
損

を
蒙
り
上
下
の
二
部
に
切
断
せ
ら
れ
た
｡
砕
石
面
を
左
側
中
央

部
よ
り
斜
に
右
下
に
走
る
直
線
脈
の
剖
臼
は
此
結
果
生
じ
た
も

出
せ
し
む
る
駿
地
を
す
ら
輿

へ
た
の
で
あ
る
o
而
も
間
鰻
は
翠

に

一
語
の
解
樺
の
相
異
の
み
に
止
る
可
き
性
質
の
も
の
で
は
な

いo
シ
ュ
ミ
ッ
ト
以
下
全
然
意
味
を
異
に
す
る
三
様
の
勅
評
が

多
か
れ
少
な
か
れ
其
原
因
を
之
に
襲
し
て
屠
る
事
は
否
め
な
い

事
蜜
で
あ
る
｡

三
､
碑

石

の

名

稲

キ
ヤ
フ
タ
市

K
y
a
fta
の
蒙
古
語
教
師

ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
ワ
ン

の
で
あ
る
O
此
亀
裂
に
開

-
････
････
･
･･･････三

･･-
空

･-
-

･･
･･･････

チ

コ
フ

V
a
n
tik
.V
が

し
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は

｢
章
に

碑
文
に
は
何
等
の
損
傷
を

も
異

へ
て
居
な
い
｣
と
し

て
居
る
が
'
事
貧
は
決
し

て
左
様
で
は
な
い
｡
碑
文

本
碑
銘
に
最
初
の
御
評

を
施
し
た
る
際
弟

一
行

に
銘
記

さ
る
1蒙
盲
人

大
帝

Cinggishan
の

名
前
に
臨

ん

で
之

れ

61

の
第
二
行
第
三
語
は
麓
に
其
の
語
頭
の
字
母
を
失
払
､
第
三
行

第
二
語
も
文
語
中
に
於
て
若
干
字
母
を
痩
滅
せ
し
め
ら
れ
て
居

る
｡
此
等
の
破
損
'
就
中
第
三
行
第
二
語
の
共
は
､
之
を

bo
g
a

olgai
｢
凡
ゆ
る
不
和
｣

B
u
g
a

Sueig
a
i
と
二
譜
に
判
講
せ
し

シ
ュ
ミ
ッ
ト
､
バ
ン
ザ
ロ
フ
に
勤
し
'
新
に
之
を

bogtogo
eig
a
r

｢
競
技
の
相
手
｣
の
一
語
と
す
る
ク
リ
ユ
ー
キ
ン
の
見
解
を
碇

に
賦
興
し
た

｢
成
青
息
汗
石
｣
な
る
名
稀
は
､
其
後
蒙
古
畢
者

の
問
に
於
て
無
批
判
に
採
用
せ
ら
れ
た
｡
役
等
の
此
の
憩
度
は

執
れ
も
其
の
根
底
に
於
て
'
碑
銘
は
直
接
成
青
息
汗
の
事
績
を

叙
述
し
て
居
り
砕
石
は
彼
の
意
志
に
基
い
て
唾
設
さ
れ
た
も
の

と
の
確
信
を
前
提
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
吾
人

は
其
の
代
表
的
な
例
と
し
て
'
之
を

｢
成
青
息
汗
に
陶
す
る
紀
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念
碑
｣

"D
enkm
a
t
Y
o
n
T
sch
in
gg
is
C
han"と
言
へ
る
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
見
る
で
あ
ら
う
｡

即
ち
彼
は
明
確
に
次
の
如
-
断
言

し
て
居
る
｡

｢
本
紀
念
碑
の
貴
重
な
る
所
以
は
'
唯
に
共
が
成

青
息
汗
の
建
設
に
係
る
と
云
ふ
鮎
の
み
に
止
ら
な
い
｡
豪
苗
字

の
最
古
の
標
本
と
し
て
'
更
に
は
文
豪
古
人
の
精
神
静
展
の
最

初
の
成
果
と
し
て
尊
重
す
べ
き
物
で
あ
る
O
-
･････････
一
二

一

八
年
成
青
息
汗
は
カ
ラ
干
タ
イ
を
完
全
に
征
服
し
た
｡
従
っ
て

此
の
重
大
な
且
決
定
的
な
事
件
と
関
係
附
け
ら
れ
る
本
紀
念
碑

の
設
立
年
代
は
､

二

二

九
年
又
は
遅
く
と
も
雲

.i
二
二
〇
年

に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｣

と
｡
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
淑
て
は
サ
ル
タ
グ

-
ル
と
カ
ラ
キ
タ
イ
と
が
混
同
せ
ら
れ
て
屠
り
'
従
っ
て
之
れ

に
基
-
役
の
紀
年
は
全
然
誤
っ
て
居
る
け
れ
ど
も
､
兎
に
角
上

記
す
る
二
個
の
既
定
俵
件
に
立
脚
せ
る
こ
と
だ
け
は
明
瞭
で
あ

る
｡然

る
に
此
見
解
は

.I
八
五

一
年

ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
バ
ン
ザ

ロ
フ

に
よ
っ
て
長
向
か
ら
反
封
せ
ら
れ
た
｡
碑
文
の
内
容
は

｢
成
書

息
汗
に
よ
る
オ
ノ
ン
河
流
域
部
族
の
征
服
｣
で
も
な
け
れ
ば
｢
成

青
息
汗
の
悪
魔
追
放
｣
で
も
な
い
｡
共
析
に
見
ゆ
る
も
の
は
'

二

二二
四
年
成
意
思
汁
の
甥
イ
ス
ン
ケ
が
西
域
征
伐
の
戦
功
に

ょ
り
受
領
し
た
分
地
分
民
の
記
録
で
あ
る
｡
従
っ
て
碑
文
の
主

人
公
は
成
青
息
汗
で
は
な
く
し
て
其
甥
也
松
格
大
王
で
あ
り
･

碑
石
は
其
の
紀
念
事
業
で
あ
っ
た
t
と
す
る
の
が
其
の
主
張
で

あ
る
｡
是
に
至
っ
て
碑
石
の
名
稲
は
自
ら

一
撃
せ
ざ
る
を
得
な

い
｡
代
っ
て
彼
の
提
唱
し
た
新
名
構

｢
成
青
息
汗
の
甥
イ
ス
ソ

ケ
大
王
砕
｣
は
挙
鹿
に
如
上
の
見
解
を
表
明
す
る
も
の
と

云

へ
る
だ
ら
う
｡

要
す
る
に

バ
ン
ザ
ロ
フ
の
新
見
解
は
'
従
釆

y
e
riinke｢
全
潰
と
し
て
｣
と
判
読
さ
れ
乗
っ
た
第
四
行
第

一
語

に
別
個
の
諌
方

Istin
k
e
を
決
定
し
之
を
拙
赤
倉
撤
晃
の
子
也

松
格
に
比
定
す
る
立
場
よ
り
常
然
展
開
す
る

一
結
論
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
O
之
に
封
L
t
少
く
と
も
本
譜
に
臓
す
限
り
同

.I
見

解
に
立
ち
乍
ら
而
も
相
容
れ
ざ
る
結
論
に
到
達
し
た
者
は
ク
リ

ュ
-
キ
ン
で
あ
っ
た
｡

碑
文
の
内
容
は

｢
決
し
て
イ
ス
ン
ケ
に
封
す
る
分
地
分
民
の

記
録
で
は
な
く
し
て
'
戦
利
品
分
配
の
虜
に
蒙
古
人
が
開
催
し

た
射
撃
競
技
の
記
録
で
あ
る
｣
と
確
信
し
た

ク
リ
ュ
ー
キ
ン
に

菓
て
も
t
r.(
ン
ザ
ロ
フ
の
捷
糾
せ
る

Isiinkc
な
る
讃
方
は
否

定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
｡
共
は
決
定
的
な
主
張
と
し
て
支
持
さ

れ
て
居
る
O
唯
前
者
に
放
て
イ
ス
ン
ケ
の
影
に
全
く
姿
を
浸
し

て
居
た
成
青
息
汗
自
身
の
役
割
が
後
者
に
於
て
再
び
其
主
要
性

を
回
復
し
た
鮎
に
両
者
の
結
論
は
分
岐
す
る
の
で
あ
る
｡

62
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ク
リ
ュ
-
キ
ン
は

｢
成
青
息
汗
砕
石
｣
な
る
名
稲
に
封
し
て

●

全
然
拒
否
の
態
度
は
搾
っ
て
居
な
い
o
共
は
彼
が
碑
文
よ
り
解

読
し
た
射
撃
競
技
を

目
し
て
恐
ら
く
は
成
育
思
汗
自
身
の
司

合

･
審
判
に
係
る
も
の
と
測
定
し
'
此
想
定
の
下
に
碑
文
と
彼

と
の
庶
接
関
係
を
容
認
し
た
が
故
で
あ
る
｡
両
も
他
面
'
彼
は

砕
石
が

｢
何
時
｣
･
｢
何
虚
に
｣
･
｢
誰
に
よ
り
｣
建
設
さ
れ
た
か

ら
う
か
｡
蓋
し
碑
文
が
イ
ス
ン
ケ
の
事
絹
を
記
す
の
は
､
後
述

の
如
-
其
主
文
章
に
於
て
で
あ
り
叉
碑
文
の
静
見
せ
ら
れ
た
ク

ィ
ル
ク
ィ
ル
河
畔
は

明
確
に
拙
赤
合
撤
兄

･
也
松
格
父
子
の
分

地
紅
屋
す
る
の
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
〇

四
'
碑

銘

の

コ
ピ

ー

の
問
短
は
之
を
断
定
し
得

な
い
と
の
見
地
よ
り
･
蓉

君
青
汁1
-
･

見
地
に
凶
む

｢
ハ
ル
ヒ
ラ

3
予.き
ま
cr
亘
,
-
,1-
-･へ逐
1
才

砕
石
｣
-
ウ
ル
リ
ユ
ン
グ

-

-
,申
1

ま

日
子

1
号

･

河
左
岸
に
注
ぐ
支
流
は
現

今

ハ
ル
ヒ
ラ
川
と
栴
せ
ら

れ
て
居
る
I
の
名
柄
を
以

巷

了

巾

よ

叫
1

r
凍
茸
､の｢五
号
空
包
登
†
(第 一 腫)

シュミットの コピー

(ロシア帝室拳上院報告併収)

碑
文
の
判
講
に
正
確
な

拓
本
が
必
要
な
る
は
言
を

保
た
な
い
｡
不
幸
に
し
て

本
間
文
の
研
究
者
達
は
技

術
の
鮎
よ
り
拓
本
の
使
用

を
行
は
な
か
っ
た
｡
彼
等

は
慮
接
碑
文
に
頼
り
或
は

63

て
よ
り
適
切
な
り
と
断
じ
た
｡
要
す
る
に
バ
ン
ザ

ロ
フ
'
ク
リ

ュ

-
キ
ン
両
者
の
見
解
の
封
立
は
､

一
に

isiin
k
e
な
る
語
が

碑文
金
牌
の
上
に
演
す
る
役
割
の
許
債
の
祁
異
に
締
着
す
る
の

で
あ
る
｡

此
鮎
ク
リ
ュ
-
キ
ン
の
説
は

一
見
穏
常
な
る
の
観
を

革
不
す
る
｡
併
し
乍
ら
少
-
と
も
碑
文
の
示
す

ls誉
k
e
を
以

て
諸
王
也
松
格
に
封
鷹
す
る
と
残
す
限
り
､
彼
の
見
解
は
鎗
り

に
も
貧
詮
主
董
的
に
過
ぎ
懐
疑
的
な
ゎ
と
許
し
得
ら
れ
な
い
だ

其
の
コ
ピ
ー
に
基
い
て
其
研
究
を
連
行
し
た
｡
さ
れ
ば
彼
等
の

研
究
を
問
題
と
す
る
場
合
'
其
の
コ
ピ
ー
は
先
づ
批
判
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

本
碑
文
の
コ
ピ
ー
は

一
八

一
八
年

｢
西
比
利
3
'通
報
｣
に
附

錐
せ
ら
れ
た
ス
｡ハ
ス
キ
ー
の
共
を
最
初
と
す
る
｡
尤
も
之
は
作

成
者
ス
｡ハ
ス
キ
ー
自
身
蒙
古
文
字
に
通
じ
な
か
っ
た
が
故
に
全

く
無
機
値
な
も
の
に
止
ま
っ
た
｡

寄
算
シ
ユ
ミ
′
ト
以
前
に
存
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春
し
た

コ
ピ
ー
の
種
類
は
教
程
を
下
ら
な
か
っ
た
､け
れ
ど
も
'

其
等
は
動
れ
も
甚
し
く
不
正
確
に
し
て
互
に

一
致
す
る
物
は

一

も
春
し
な
か
つ
た
.

一
八
三
凶
年
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
蓉
表
し
た
コ

ピ
ー
は
t
か
1

る
常
時
の
状
態
浬
に
於
て
完
全
に
近
-
評
せ
ら

れ
た
の
も
常
然
で
あ
る
｡
(挿
鳳
第

一
参
照
)
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
攻

で
碑
文
の
解
説
を
試
み
た
バ
ン
ザ

ロ
フ
に
黄
て
も
彼
自
身
の
手

に
成
る
コ
ピ
ー
が
存
し
た
｡
(挿
原
発
二
重
照
)
彼
の
論
文
の
序

に
放
て
サ
グ
ヱ
リ

エ
フ
P
.
Sa
v

e
l'e
v

.A

貫

』

u守

-
yr･∴
篭

.i:=･.1I:

..:I...;I:I.,:,:,
:..i

享

-ITHJ
...'T･I.I.汁

..:.:Ti･廿
日

T･jtT..～㌦
,.

.ヽ

共
が
著
し
く
姦

γ曳

イ
J

.叫
を

St
D
76
事
1
急
ぎ

了

で
あ
る
旨
を
強
調

.U
等

ズ

ー

C

..#
'

し
て
居
る
｡
併
し

乍
ら
両
者
の
製
作
方
法
を
考
慮
す
る
時
､
本
質
的
な
擾
劣
は
つ

け
得
ら
れ
な
い
｡
蓋
し
前
者
が
専
ら
目
測
に
頼
り
た
る
に
勤
し

バ
ン
ザ

ロ
フ
は
透
明
な
紙
片
を
砕
面
に
雷
て
1

原
文
の
描
夏
を

計
つ
た
と
云
ふ
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
故
で
あ
る
｡
却
て
ク

リ
ユ
ー
キ
ン
な
ど
に
言
は
し
む
れ
ば
'
｢
シ
ユ
,"
ッ
ト
は

文
字
を

●

多
少
角
ぼ
っ
た
形
に
寛
し
た
と
些
茶
へ
'
''(
ン
ザ
ロ
フ
に
比
べ

遇
に
多
-
古
代
文
字
の
特
色
を
保
存
し
た
｡
彼
は
債
に
二
個
の

語
形
を
誤
っ
た
の
み
な
る
に
封
し
､
バ
ン
ザ

ロ
フ
に
布
て
は
若

干
の
語
形
の
破
損
以
外
に
多
-
の
場
合
字
母
の
側
に
附
さ
れ
た

宙
別
琴
音
符
栗
を
全
然
夏
さ
な
か
つ
た
｣
と
'
其
の
よ
ゎ
租
饗

な
る
状
態
が
指
摘
さ
れ
て
居
る
｡

此
等

一
群
の
コ
ピ
ー
に
封
し
て
､
全
然
其
製
作
方
法
を
輿
に

す
る
碑
文
の
複
製
が
最
後
に
提
出
せ
ら
れ
た
｡

一
八
九
二
年
ラ

ド
ロ
フ
が
其
の

｢
蒙
古

(第 二 圏)

バ ンザロフのコピ-

(嘉慧管 雷雲鳥篭)

遺
物
固
錬
｣
(W
.
W
.

R
a
d
lo
ff
‥
A
tt
as
der

A

tter
t
h
iim

e
r

d

e
r

M
o
n
g

otei,SP
b

)1892)

樹
版
四
十
九
に
掲
げ

た
物
が
英
で
あ
る
｡
(
挿

64

国
男
三
参
照
)
此
複
製
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ア
ジ
ア
博
物
館
所

蔵
に
係
る
砕
石
の
銅
版
に
基
い
て
作
成
さ
れ
た
物
で
あ
っ
て
､

｢
よ
り
以
上
碑
文
の
明
細
を
求
め
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
｣
と
す

る
作
者
の
自
信
に
背
-
研
が
な
い
｡
極
東
に
春
て
其
研
究
に
従

事
し
た
ク
リ
ユ
ー
キ
ン
は
'

専
ら
此
銅
版
嘉
虞
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
其
考
詮
を
組
立
て
た
の
で
あ
る
｡
従
て
若
し
ラ
ド
ロ
フ
の
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複
製
が
鎗
表
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
､
又
よ
し
費
表
さ
れ
た
と
し

て
も
か
1
る
信
潰
す
可
き
製
作
過
程
を
具

へ
て
居
な
か
っ
た
な

ら
ば
､
碑
文
の
原
文
に
産
接
常
る
横
合
を
持
た
な
い

ク
リ
ュ
-

キ
ン
の
論
文
は
完
成
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
｡

事
に
し
て
本
畢
東
洋
史
研
究
室
に
は
'
梅
原
助
教
授
が
露
都

留
掌
中
に
自
ら
拓
出
さ
れ
た
拓
本
が
域
せ
ら
れ
て
居
る
｡
恕
ら

シ
ベ
リ
ア
に
於
る
通
評
者
ラ
マ
倍
達
は
之
を
断
片
的
に
判
讃
し

て
居
た
｡

｢
成
育
思
汗
･-
‥
時
に
従
っ
て
-
-
壷

蒙
古
民
族
-
-
｣

女

で

一
八
三
九
年
キ
ヤ
フ
タ
市
の
蒙
古
語
教
師
ブ
ザ
ヤ
ー
ト

人
ワ
ン
チ
コ
フ
に
よ
る
動
葦
が
蓉
表
さ
れ
た
O
乃
ち

｢
成
青
息
汗
が
サ
ル
ト
民
族
を
占
有
し
而
て
全
蒙
古
民
族
を
苗

-
現
存
す
る
唯

へ空

軍

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
完

蒜

物
館
域

チ
ン
ギ
ス
･カ
ン
碑
銅
版

(
即
断
馴
配

機
首
)

の
轟

地

一
の
拓
本
で
あ

っ
て
'
本
碑
文

研
究
の
最
も
貴

重
な
る
茸
料
と

考

へ
ら
れ
る
が

故
に
箇
版
と
し

て
之
を
掲
ぐ
る

に
合
併
す

る
事
を
許

可
し
た
る

の
時
'
概

し
て
オ
ノ

ン
河
畔
に

存
る
者
共

65

事
に
し
た
｡
(
固
版
第
三
)
比
較
し
て
シ
ユ
ミ
ソ
ト
以
下
の
コ
ピ

ー
の
碇
葦
性
が
識
別
さ
れ
る
で
あ
ら
う
｡

五
'
碑

銘

の

解

樺

最
近
迄
催
蓉
表
せ
ら
れ
た

碑
銘
の
潮
評
は
計
五
種
を
数

へ

る
｡
最
初
碑
石
が
コ
ン
ヅ
-
河
畔
に
襲
見
せ
ら
れ
た
常
時
己
に

は
三
百
三
十
五
人
の
使
者
の
麓
に
征
服
せ
ら
れ
た
り
｡｣

的
此
勅
語
は
常

時
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
に
開
催
中
の
産
業
博
常
食

に
碑
石
と
共
に
陳
列
さ
れ
た
説
明
書
丈
に
'
碑
文
の
膏
葦
も
無

く
全
-
畢
な
る
制
罪
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
此
鮎

7
八
三
四
年
ロ

シ
ア
帝
宝
畢
士
院
曾
良
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
提
出
せ
る
論
文

"
B
eri･

c
ht

告
er
ein
e

ln
sch
r
iit
a
u

s

d

e
r

a
lte
s
te
n

Z
eit
d

e

r
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M
o
n
g
oten･H
errsch
a
ft"

は
'
縦
令
其
年
次
に
於
て
リ
ン
チ

コ
フ
の
共
に
先
行
す
可
き
も
の
と
す
る
も
'
両
も
簡
畢
な
が
ら

碑
文
を
学
問
的
に
取
扱
っ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
自
ら
類
を
別

に
し
て
論
ぜ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
｡
彼
は
碑
文
の
昏
課
に
放

て
唯
第
四
行
第
二
語
に
封
し
て
の
み
蛋
白
を
残
し
た
｡
併
し
此

語
に
封
し
て
彼
は
全
-
推
測
を
も
断
念
し
た
の
で
は
な
い
｡
彼

は
共
が
偶
有
名
詞
の
生
格
形
で
あ
る
と
い
ふ
確
信
と
恐
ら
-
は

本
砕
石
の
建
設
地
を
意
味
す
る
な
ら
ん
と
の
推
測
の
下
に
､
可

能
な
る
三
様
の
稼

C
h
on
d
o
d
u
r･u
n
,
C
h
o
n
d
o3o
r･u
n
)
O
n
o
･

n
od
u
r･u
n

を
提
出
し
､
中
に
於
て
前
二
者
を
最
も
探
る
可
き

に
近
し
と
判
断
し
た
｡
蓋
L

O
n
o
n
o
d
u
rlu
n

よ
り
類
推
さ
る

1
オ
ノ
ン
河
は
本
碑
蓉
見
地
に
鎗
り
に
も
遠
隔
に
過
ぐ
る
に
勤

し
t
C

h

on
d
od
u
r･u
n
)
C
h
o
n
d
ojo
r･u
n

は
碑
石
に
関
係
深
き

コ
ン
ヅ
-
ヤ
河
に

一
版
の
連
関
を
求
め
待
ら
る
1
と
の
理
由
に

よ
る
の
で
あ
る
｡
第
四
行
第
二
語
を
除
-
碑
文
の
金
牌
に
封
し

て
'
彼
は
共
等
が
執
れ
も
ア
ル
ゴ
ン
'
ウ
ル
ジ
ヤ
イ
ツ
雨
汗
の

書
翰
並
び
に
イ
ル
汗
図

･
欽
黍
汗
図
の
貨
幣
に
見
ゆ
る
語
と
殆

ど
異
る
所
が
来
い
と
の
理
由
を
以
て
執
れ
も

｢
短
時
日
の
間
に

解
鐸
す
る
事
が
出
来
た
｣
と
栴
し
其
の
書
評
を
醇
表
し
た
｡

C
ih
g
is
h
an
･u

S
a
rtag
u
t
irg
e
ejeteju
b
ag
oju
h
am
u
k
m
o
a
g
ot
o
lo
s･u
n

e
rten
i
h
og
a
o
rg
ai
h
o
rik
sarl
d
u
r

Y
eru
b
k
e

･･････Iu
n
g
u
rb
an
Jag
u
n
g
u
t
in
ta
b
u
n

eliy
e

d
u
r
s;n
d
u
ra
lg
an
,

｢
サ
ル
タ
グ
-
ル
の
民
を
征
服
し
了

へ
て
鯨
岡
L
t
従
前
よ
り

仝
蒙
古
民
族
の
問
に
堵
居
せ
し
不
和
を
完
全
に
解
滑
せ
し
め

た
る
時
.
-
-
･の
惑
魔
総
計
三
百
三
十
五
に
封
し
成
青
息
汗

に
よ
り
追
放
の
印
と
し
て
｡｣

彼
の
下
し
た
歴
史
的
解
樺
は
次
の
如
き
で
あ
る
｡
往
時
よ
り

全
豪
古
部
族
間
に
轄
屈
せ
る
不
和
と
は
歴
史
的
に
認
め
ら
る
1

金
朝

･
カ
ラ
キ
ク
イ
王
国
-
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

蒙
古
人
の
構
し
て

サ
ル
タ
グ
-
ル
と
云
へ
る
も
の
は
カ
ラ
キ
タ
イ
に
粕
富
す
る
と

考
へ
た
-
の
蒙
古
遊
牧
民
に
封
す
る
離
間
政
策
を
意
味
す
る
｡

両
も
蒙
古
人
は
此
現
象
を

eliy
e
乃
ち
茎
中
を
飛
朔
し
っ
1
不

和

･
怨
恨
の
種
を
蒔
く
鳥
身
女
面
の
悪
魔
の
葉
な
り
と
見
徹
し

た
｡
本
砕
石
は
資
に
か
1
る
豪
古
人
の

シ
ァ
-

マ
ニ
ズ
ム
的
造

物
で
あ
り
､
其
建
立
は
カ
ラ
キ
ク
イ
征
伐
と
の
関
係
よ
り
常
然

一
二

一
九
-
一
二
二
〇
年
に
繋
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
O

併
し
乍
ら
以
上
の
如
き

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
は
歴
史
的
に
も

文
法
的
に
も
支
拝
さ
れ
得
な
い
事
は
､
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
反
駁
に

66
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壷
き
て
居
る
｡
乃
ち
豪
盲
人
に
春
て
サ
ル
ク
グ
ー
ル
と
は
回
教

徒
特
に
ク
ブ
ァ
ラ
ー
ズ
ム
王
国
を
意
味
す
る
｡

事
嘗
カ
ラ
キ
ク

イ
攻
略
の
雷
事
者
は
哲
別
で
あ
っ
て

一
二

一
九
開
始
さ
れ
た
成

青
息
汗
の
西
征
は
賢
に
ス
ル
タ
ン
･
ム
ハ
メ
ツ
ド
に
封
す
る
も

の
で
あ
っ
･た
O
是
れ
其
の
一
で
あ
る
o
其
の
二
は
彼
の
利
謬
其

物
に
認
め
ら
る
1
不
自
然
さ
､
即
ち

S
ind
u
ra-g
aれ
(追
放
)
な

る
名
詞
に
経
る
彼
の
謬
文
は

バ
ン
ザ
ロ
7
､
ク
ワ
ユ
ー
キ
ン
が

共
に

｢
碑
銘
の
末
端
に
は
動
詞
が
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
蒙

古
語
に
在
て
は
名
詞
を
以
て
完
全
文
を
完
結
す
る
事
は
仝
-
め

り
碍
な
い
か
ら
｣
と
指
摘
せ
る
如
く
永
久
に
完
全
文
た
り
得
な

い
鮎
で
あ
る
｡

シ
ユ
､､､
ッ
ト
の
詮
を
徹
底
的
に
推
破
し
て
全
-
弼
白
の
新
見

解
を
横
立
し
た
バ
ン
ザ
ロ
フ
に
依
れ
ば
碑
文
は
次
の
如
く
理
解

せ
ら
れ
た
o

C
i品
is

hart･
i

S
artagu
t
irg
en
tautiju
b
ag
oju
h
am
u
k
m
o
ago
t
olos･un

a
rat･i
13u
g
a
S
u
e
ig
a
i
h
u
rik
san
d
u
r

Isu
ake
K
oh
g
o
d
o
r･u
n
g
u
rban
Jagu
n
g
u
ein
tab
un
altak

d
u
r
o
n
d
u
ul
ag
a,

｢
成
青
息
汗
が
サ
ル
ク
ー
グ
ル
民
族
(
ヒ
ワ
人
)
に
侵
入
後
錆
途

に
就
き
'
而
て
絶
て
の
蒙
古
諸
種
族
の
人
々
が
ブ
ガ

･
ス
チ

ガ
イ
に
集
合
し
た
時
､
イ
ス
ン
ケ
は
ホ
ン
ゴ
ド
ー
ル
の
軍
人

三
百
三
十
五
∩
人
U
を
采
地
と
し
て
受
領
し
き
｡｣

彼
の
新
解
樺
は
'
勿
論
粕
雷
の
苗
文
字
単
的

二
言
語
拳
的
考

詮
を
其
の
基
礎
と
し
て
居
る
事
は
確
で
あ
る
｡
併
し
乍
ら
他
面

彼
の
研
究
に
於
て
は
歴
史
的
澄
明
が
よ
り
以
上
の
部
分
を
占
む

る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
O
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
考
詮
は

ク
リ
ュ

-
キ
ン
の
論
文
に
詳
細
に
引
用
批
判
さ
れ
て
居
る
関
係
上
'
吹

節
'
ク
リ
ユ
ー
キ
ン
の
研
究
の
抄
評
中
に
包
括
す
る
事
に
し
､

此
所
に
は
専
ら
彼
の
歴
史
的
註
樺
を
紹
介
し
た
い
｡

彼
完

づ
ド
ー
リ
ン
｢
蒙
盲
人
史
｣
中
に
(
禁

㌔

)
攻
の

一
節
を
夢
見
L
t

｢
成
青
息
汗
は

一
三
二
四
年
の
夏
よ
り
冬
に
か
け
て
∩
凱
旋
し
途

上
に
春
り
.
-
-
其
後
彼
は

B
o
u
ca
S
o
u
tch
ico
u

に
於
て

軍
隊
の
麓
に
饗
宴
を
開
き
'二

二
二
五
年
二
月
其
の
オ
ル
ド

に
鐸
着
し
た
｡｣

共
が
年
次

･
内
容

･
地
名
を
紙
じ
て
'
碑
文
の
副
文
章
に
封
し

て
抱
け
る
彼
の
竣
悪
に

一
致
せ
る
を
確
信
し
た
｡
碑
銘
の
従
属

文
'
特
に
弟
三
行
第
二
語
に
封
す
る

B
u
g
a
S
u
e
ig
a
i
な
る
判

読

･
並
に
共
が
上
記
の
地
名

B
ouca
S
ou
tch
icou
に
同

一
な

67



254

-
と
の
解
樺
は
共
結
論

｢
此
碑
銘
に
は
共
地
に
放
て
蒙
古
の
ク

リ
ル
タ
イ
が
開
か
れ
た
と
ド
ー
リ
ン
よ
り
も

一
唐
精
確
に
表
現

さ
れ
て
屠
る
｣
と
共
に
此
確
信
に
基
く
決
定
に
他
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
｡

次
で
彼
は
此
碑
文
の
主
人
公
イ
ス
ン
ケ
を
歴
史
的
人
物
中
に

物
色
し
て
'
遂
に
拙
赤
合
轍
晃
の
子
他
校
格
に
求
め
た
｡
蓋
し

ラ

シ

ー
ド
･
ア
ル
･
デ
ィ
ン
｢
年
代
紀
桑
葉
｣
に
ヂ
ュ
チ

･
カ
サ

-
ル
､
イ
ス
ン
ケ
父
子
の
分
地
と
し
て
指
定
さ
る
1
蒙
古
の
束

北
端
t
A
rg
un
,.H
aila
r
河
､
K
u
7a･nolt
湖
の
境
上
と
は
､
本

碑
石
琵
見
地
に
符
合
す
る
に
近
き
事
が
其
理
由
の

一
で
あ
り
'

エ
グ

イ
ス
ン
ケ

成
青
息
汗
よ
り

ヂ
ュ
チ

･
カ
サ
-
ル
の
三
子
也

苗

､
也

松

格
'

ト
ヂ

禿

忽

に
賜
興
さ
れ
た
各

一
聯
陳
の
軍
隊
を
以
て

一
千
人
隊
を
合

成
し
た
と
云
ふ
所
侍
が
叉
碑
銘
の
示
す
三
百
三
十
五
戦
士
の
分

配
に
数
量
的
に
矛
盾
せ
ざ
る
鮎
を
第
二
枚
榛
と
す
る
も
の
で
あ

る
｡
唐
い
て
彼
は
イ
ス
ン
ケ
の
獲
得
し
た
る
軍
士
と
は
常
然
常

時
ア
ル
グ
ン
河
畔
に
遊
牧
せ
る
都
民
な
る
可
L
と
如
上
の
解
樺

を
肢
開
し
て
'
ホ
ン
ゴ
ド
ー
ル
の
名
を
第
匹~
行
男
二
語
に
適
用

し
'
最
後
に

｢
イ
ス
ン
ケ
大
王
碑
石
｣
が
彼
自
ら
の
事
に
よ
り

ク
ィ
ル
ク
ィ
ル
河
畔
の
館
の
傍
に

建
立
せ
ら
れ
し
年
代
を
悪
党

し
て

｢
イ
ス
ン
ケ
が
死
す
る
楕
以
前
｣
と
な
し
'
之
に

7
二
二

四
-
一
三

〇
〇
年
二

二
三
〇
?
)の
デ
ー
ト
を
輿

へ
た
の
で
あ

る
O以

上
バ
ン
ザ

ロ
フ
の
歴
史
的
澄
明
を
考
察
す
る
時
､
先
づ
銘

記
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
'
弗
が
碑
文
の
第
凹
行
弟

一
語
に
イ

ス
ン
ケ
な
る
講
方
を
確
定
し
'
共
が
拙
赤
倉
轍
晃
の
子
移
粕
苛

大
王
に
粕
普
す
可
き
を
詮
明
す
る
と
共
に
稚
乗

｢
成
青
息
汗
砕

石
｣
の
名
補
の
下
に
誤
解
さ
れ
乗
っ
た
内
容
を
訂
jE
し
た
功
績

で
あ
ら
う
｡
共
に
も
不
拘
此
の
歴
史
的
解
樺
に
は
多
-
の
無
理

が
潜
ん
で
居
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
｡
例

へ
ば
碑
石
建
設

年
次
を
決
定
す
る
に
常
り
'
成
青
息
汗
の

一
族
諸
子
に
封
す
る

分
封
は

一
二
二
四
年
に
初
ま
わ
以
前
に
は
弄
り
得
な
い
と
か
､

68

詐

諾

現

雛

飢
離
宛

い
脚
韻

畑
琵

汁
竃

甘

苦

す
る

と
か
言

へ
る
謬
見
乃
至

B
u
g
a
S
u
eig
a
i)
B
o
u
ca
Soutchicou

の
比
定

-
比
定
と
言
ふ
よ
り
は
寧
ろ

B
ouca
Sout
ch
ic
ou
の

文
献
の
故
に
無
傑
件
に

B
u
g
a
S
u
eig
ai
な
る
謹
方
を
決
定
し

た
と
許
す
可
き
-
の
如
き
其
の
最
も
尤
な
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

の
晩
年
は

三

70
0
年
頃

イ
ス
ン
ケ

(
豊

恥
適

バ
ン
ザ
ロ
フ
は
他
所
に

事
に
言
及
し
て
居
る
か
ら於
でヽ

じ
た
と
は
考

さ
れ
て
居
る
へ
得
ら
れ
な
い

｡
一
三
〇
〇
年ll■

完遥裏 芸 等芸

莞 委謹 蓑董

王望き無蓋三露 琶

鷺 輩tヽTl(一一一一I._U
記
す
｡
併
し

,･.に
列
席
し
た

二
二
〇
年
と
噺

…0
0
年
と
示

I-遅
き
に
失
す

川

謂

･u
)

る
ラ
ウ
フ
エ
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後
発
彼
の
説
に
封
す
る
非
難
が
期
せ
ず
し
て
此
の
方
法
論
に
集

中
さ
れ
た
の
は
理
由
な
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
ポ

ズ
ド

ニ
ヱ
エ
フ
の
共
は

典
型
的
な

一
例
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

｢
蒙
古
文
撃
史
講
義
｣
(A
,
M
Pozd
o
neev
:
L
ek
e
ij

po
istorii

m
o
n
g
o
l'sk
o
i
L
iteraturu
i.
)896-
7
)
中
に
教
の
下
せ
る
批

判
は
次
の
如
き
で
あ
る
｡｢
バ
ン
ザ

ロ
フ
の
歴
史
的
解
樺
を
考
察

す
る
に
'
余
は
彼
の
提
出
せ
し
歴
史
的
符
明
が
殆
ど
批
判
に
肘

へ
得
ぬ
も
の
な
る
を
認
め
る
の
で
あ
る
｡
蓋
し
彼
は
碑
文
其
物

に
伐
て
歴
史
を
説
明
す
る
事
な
-
'
反
っ
て
新
著
な
歴
史
車
掌

を
以
て
碑
文
其
物
を
解
説
せ
ん
と
し
た
麓
で
あ
る
｣
と
｡
さ
れ

ば
ラ
ド
ロ
フ
に
G
'て
も

(W
,
W
.

R

a

d
Lo
ff
‥
A
ttas
d
e
r
AT

terthiim
er
d
e
r
M
o
n
g
o
le
i,
1
8
92)
ペ
リ
オ
に
於
て
も

(
P
,

P
etlio
t
･.
L
es
sy
stm
m
es
d
'6
critu
re
en
tJsag
e
ch
eZL
teS

an
cien
s
M
on
g
o
ls.
"
A
sia
M
ajor
"

)
9
2
ひ
)

は
た
又
ラ
ウ
フ

ェ
ル
に
布
て
も

(
B
･
L
au
fer
:
O
e
erk
m
o
n
g
o
l'Sk
o
i
litera
l

tu
ru
i.
)92
7
.
tran
s1.
by
V
･
A
.

K
az
akev
ie
from
"
Sk
izze

d
e

r
m
ong
otisch
en
L
iteratu
.r"
)907
)
彼
の
解
説
に
封
し
て

は
未
だ
不
完
李
な
り
と
の
断
定
が

一
様
に
下
さ
れ
て
居
る
の
で

あ
る
｡

バ
ン
ザ

ロ
フ
の
此
研
究
を
反
駁
改
訂
せ
ん
と
し
て
最
後
に
捷

∫

出
さ
れ
た
勅
語
は

ク
リ
ユ
ー
キ
ン
の
共
で
あ
っ
た
｡
彼
が

｢
イ

ス
ン
ケ
碑
石
｣
な
る
名
柄
を
斥
け
て

｢
ハ
ル
ヒ
ラ
砕
石
｣
乃
至

｢
ク
ィ
ル
ク
ィ
ル
砕
石
｣
な
る
短
日
を
掲
ぐ
る
悪
魔
に

其
の
一
端

は
己
に
表
明
さ
れ
て
屠
る
｡
彼
は
極
東
に
春
て
碑
文
の
原
文
に

接
す
る
機
倉
を
持
た
な
か
っ
た
が
散
に
'
専
ら
ラ
ド
ロ
フ
の
手

に
成
る
銅
版
嘉
虞
に
依
球
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

が
'
而
も
此
の
銅
版
憂
慮
た
る
や
'
既
述
の
如
-
'
其
の
製
作

過
程
に
於
て
目
測
叉
は
之
に
類
す
る

シ
ユ
ミ
･ソ
･L
･
.I(
ン
ザ

ロ

フ
の
コ
ピ
ー
に
比
べ
寧
ろ
よ
り
科
挙
的
な
件
質
を
保
持
し
て
居

た
｡
両
も
彼
が
結
論
に
)/S'て
'
本
碑
石
が
漸
-
耶
パ
ー
セ
ン
ト

の
解
決
に
達
し
待
た
ら
う
と
残
し
完
全
な
解
決
を
断
言
す
る
を

保
留
す
る
用
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
慎
重
さ
は
､
碑
文
解
読
に
覚

っ
て
も
専
ら
歴
史
的
符
明
に
重
心
を
置
け
る
.バ
ン
ザ

ロ
フ
の
態

度
を
排
し
て
'

一
に
苗
文
字
撃
的
文
法
的
方
法
に
頼
っ
た
恵
庭

と
祁
保
っ
て
其
の
主
張
を
可
及
的
に
高
-
許
憤
せ
し
め
る
も
の

で
あ
ら

う
｡

C
ingg
is
ha
n
⊥

Sartag
u
l
erh
e
tag
u
tiju
b
ag
uju
h
am
u
k
m
o
n
g
ot
olos･u
n

I

n
oy
on
･i
b.og
tog
otfg
ar
(
?)
h
o
riksa
n
d
ur

lsu
L

k
e
on
to
d
o
l･u
n
g
u
rb
an
Jag
un
g
u
e
in

tab
un

al
d

as

69
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d
u
r
o
n
tud
u
l
l-g
a

｢
成
青
思
汗
が
サ

ル
ク
グ
ー
ル
政
府
を
征
服
し
て
掃
還
し
'
蒙

古
部
族
の
全
ノ
ヤ
ン
を
し
て
弓
の
射
撃
競
技
を
行
は
し
め
し

ア
ル
タ
ス

際
'
イ
ス
ン
ケ
は
距
離
三
百
三
十
五

尋

に

於
て
捜
的
を
射
箇

て
た
り
｡｣

所
謂

｢
成
青
息
汗
碑
文
｣
を
是
の
如
き
内
容
と
し
て
解
語
し

た
ク
リ
ュ
-
キ
ン
は

史
に
次
の
如
く
其
理
解
を
敷
縛
し
た
｡

乃

ち

｢
此
競
技
合
は
巻
狩
の
熱
愛
者
･た
り
し
成
青
息
汗
の
司
合
審

判
に
係
り
恐
ら
-
は
前
後
七
年
に
亘
る
西
征
の
勝
利
を
疏
し
て

其
歯
獲
品
の
分
配
が
賭
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
｡
構
文

は
此
競
技
合
に
於
て
拙
赤
合
潮
見
の
子
也
松
格
が
樹
立
し
た
新

記
録
を
紀
念
す
る
麓
に
司
合
着
が
命
じ
て
作
成
せ
し
め
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
｡

今
文
献
の
示
す
従
来
の
射
撃
距
離
レ
コ
L
/4

を
按
す
る
に
'
先
づ
キ
ャ
ン
･
ボ
ル
チ
ギ
ン
族
に
於
て
は

｢
大

弓
を
以
て
す
れ
ば
九
百
歩
の
遠
距
離
に
命
中
せ
し
め
小
弓
を
以

て
す
る
も
僻
五
百
歩
の
外
に
的
中
｣
せ
し
め
た
拙
赤
合
轍
兄
を

箆

の
射
手
と
す
る
を
は
じ
め

(C酢

酎
即
｣｢舶
篭

諾

鯛
酎
剛

認

'f
G
)
コ
ソ
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
撃

の
射
手
ス
ル
タ
ン
-

ム
ラ
ド
-
ガ
ジ
ス
四
世
竺

二
五
美

へ
鎧

髭

酎
顎

加
わ

配

諸

)
､
苗
代
ギ
リ
シ
ア
人
に
竺

六
九
二
択
(rP輿
動
か
が

畢
史
上
に
於
け
る
二
時
代
｣

極
東
大
挙
々
報
･
十
四

)
の
記
録
が
雪

｡

･義

訂
て
最
小

ア
ルダ
ス

六
沢

二
二
歩
に
見
積
れ
ば
拙
赤
倉
撒
兄
の
レ
コ
ー
ド
三
百

尋

は

ア
ル
タ
ス

一
八

〇
〇
択
'
イ
ス
ン
ケ
の
レ
コ
ー
ド
三
三
五
番
は
二

〇
1
0

沢
に
粕
常
す
る
｡
イ
ス
ン
ケ
の
技
能
が
妃
念
蹄
の
設
立
に
値
す

る
事
は
理
由
な
し
と
は
せ
な
い
で
あ
ら
う
｣
と
｡

ア
ルダ
ス

彼
の
説
を
通
じ
て
指
摘
し
得
る
疑
問
は
尋
の
換
算
で
あ
る
｡

乃
ち
彼
の
引
用
せ
る
上
記
拙
赤
合
撒
晃
の
レ
コ
ー
ド
は
'
バ
ラ

ジ
イ
評
元
朝
秘
史

(A
.

P
au
ad
ii:
Starinno
e
m
o
rlg
O

l'sko
e

sk
az
an
ie

o

C
ing
ish
an.
"
T
rud
u
i
t
i
enov
rossiisk
o
i

●

d
u
x
o
v
n
o
i
m
issii"
T
om
,考
)
に
は
jE
L
-
九
百

歩と
謬
さ
れ

5-

5iiii
d

て
居
る
が
'
秘
史
の
原
文
は
之
を
也

孫

札

冗

暢
阿

靭

答

yisun

jag
u
u
t
a
Ld
a
∩
sU
乃
ち
九
百
ア
ル
ダ
ス
に
作
っ
て
居
る
事
で
あ

る
｡
尤
も
明
鍔
が
之
を
九
百
歩
に
謬
す
よ
り
推
し
て
､
パ
ラ
ジ

イ
の
評
の
由
乗
は
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
'
両
も
其
評
の
不

通
切
な
る
鮎
は
否
む
可
-
も
な
い
.
此
鮎
那
珂
博
士
の
謬

｢
九

百
専
｣
に
従
ふ
可
き
で
あ
る
.

か
-
論
じ
乗
る
時
'
ク
リ
ュ
-

キ
ン
の
一
ア
ル
ダ
ン
-

六
沢
の
説
は
常
然
史
に
縮
少
さ
る
可
-

従
っ
て
其
主
張
も
又
襲
史
を
見
ね
ば
な
ら
な
い
｡
乃
ち

｢
上
記

ト
ル
コ
人

･
ギ
リ
シ
ア
人
の
レ
コ
ー
ド
が
勤
も
単
な
る
遠
矢
の

英
で
あ
っ
た
の
に
勤
し
'
イ
ス
ン
ケ
の
レ
コ
ー
ド
は
資
に
命
中

●

70
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距
離
の
新
記
錦
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｣
と
.
彼
は
縛
い
て
､成
青

息
汗
よ
り
廟
筒
士
の
長
に
任
命
さ
れ
た
也
孫
帽
額

(
P
a
〓
ad
ii‥

ib
id
.
P
.
126.
)29)を
以
て
イ
ス
ン
ケ
-
即
ち
拙
赤
合
轍
晃
の

子
也
松
格
I
と
同

一
人
に
非
る
か
と
想
像
を
試
み
て
居
る
が
之

は
あ
-
迄
異
な
る
想
像
に
過
ぎ
な
い
｡
兎
に
角
'
｢
何
時
｣
｢
何

虚
に
｣
｢
誰
に
よ
り
｣
碑
石
が
建
立
さ
れ
た
か
の
決
定
を
保
留
せ

る
ク
リ
ユ
ー
キ
ン
に
於
て
は
'

推
測
と
考
詮
と
が
裁
然
唇
別
さ

れ
て
居
る
鮎
に
特
徴
が
あ
り
長
所
が
存
す
る
と
許
し
得
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ら
う
か
｡

六
､
ク
リ
ュ
-
キ
ン
の
研
究

著
者
ク
ヴ
ュ
ー
キ
ン
は

ゲ
ラ
ジ
グ
ヲ
ス
ト
ー
ク
の
国
立
極
東

大
挙
東
洋
単
科
助
教
授
に
し
て
其
の
蒙
古
語
に
関
す
る
研
究
と

し
て
は
､
｢
蒙
古

･
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
詩
歌
に
現
は
れ
た
る
倫
理

的
要
素
｣
E
tieeskie
e
le
m
e
n

tui
v

P
o
e2)ii

m
ong
o
tov

i

bury
a
t.
"Ji21n
.
B
u
ry
ati]I"

N
o
.
9
I
L2,
V
crxneudin
sk
t9

2
.,,
r
イ
ル
汗
ア
ル
グ
ン
よ
り
フ
ィ
リ
〝

プ
･
ベ
ル
王
に
宛
て
た

一

二
八
九
年
附
書
輪
の
内
容
｣

O

eem
pisal
Zl'･han
A
rg
u
n

F
ilip
pu
K
r
asivom
u
v
128
9
g･)
V
tad
iv
ostok,
)9257｢
現

代
蒙
古
語

･
豪
苗
字
研
究
の
展
の
解
説
｣
K
ty
u
e
k
iZLueeniyu

jiv
oi
m
o
n
g
ot.sk
o
i
reei
ip
is
〉m
ennosti.
｡
T
r
udu
i
g
os
u
･

d
a
rstv
en
n
u
ii
d
a
l'n
ev
o
stoin
u
ii

U
niversitet.
c

e

riya
q
,

2
,
V

lad
ivos
tok
t926
,

｢
イ
ル
汗
ウ
ル
ジ
ャ
イ
ツ
よ
り

フ
ラ
ン

ス
玉
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世

･
英
国
王
ヱ
ド
ワ

ー
ド
一
世

及
び

特
に

十
字
軍
士
に
選
り
た
る
書
翰
｣
P
is､m
o
U
ld21e
itu
iI.･hana
k

F
itipp
u

K

rasiv
om
u
,
E
d
u
a
r
d
u
T
m
u
I
p
rOeim

k
resto･

n
ostsam
･
"

T

rud.
C
os.
D
a
t'n
evostoe.
U
nivers.,s
er.東
.

2
･
V
ladivosto
k
'
)
9
96
等
が
知
ら
れ
て
居
る
.

此
所
に
紹
介

せ
ん
と
す
る

｢
成
青
息
汗
碑
石
｣
に
開
す
る
彼
の
論
文

｢
ハ
ル

ヒ
ラ
碑
石
(成
青
息
汗
碑
石
)
に
刻
さ
れ
た
る
最
古
の
蒙
古
碑
文

】7

I
蒙
古
文
字
に
よ
る
最
古
の
碑
文
の
分
析
の
麓
に
-
｣
が
固
ま

一

極
東
大
畢
畢
報
六
巷
五
親
誌
上
に
蓉
表
さ
れ
た
の
は

一
九
二
七

年
の
事
で
あ
っ
た
｡
併
し
之
は
云
は
ば
改
正
版
と
も
云
ふ
可
き

も
の
で
､
其
の
弟

7
次
研
究
論
文
は
結
局
未
静
表
に
経
っ
た
け

れ
ど
も
己
に

一
九
二
五
年
完
成
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
O
と

云
ふ
の
は
同
年
之
が
提
出
を
受
け
た

ブ
リ
ヤ
ー
ト
蒙
古
共
和
国

畢
術
委
員
倉
が
最
初
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
G
'る
之
が
出
版
を
約

し
た
に
不
拘
･'
其
後
或
事
情
の
鏡
に
之
を
履
行
し
な
か
っ
た
o

蓋
し
論
文
中
､
前
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に

封
し
て
加

へ
ら
れ
た
バ
ン

ザ

ロ
フ
の
痛
烈
な
反
駁
を
ク
サ
ー
-
キ
ン
が
再
批
判
せ
る
箇
所
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が
同
じ
ブ
リ
ャ

-
ト
人
畢
者
達
の
感
情
を
害
し
た
の
で
あ
る
｡

刺
さ
へ
彼
等
は
著
者
の
再
三
の
要
求
に
封
し
て
も
原
稿
の
返
還

す
ら
肯
ん
じ
な
か
っ
た
o

ク
リ
ュ
キ
ン
が
再
び
論
文
を
作
製
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
か
l
る
経
抱
の
結
果
で
あ
っ
た
o
併

し
乍
ら
此
際
彼
は
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ツ
ヲ
フ
(B
J
,
V
!ad
imirtsov
)

シ
エ
ス
タ
コ
フ
(
D
.
Sestak
o
v
)
の
教
示
を
尉
酌
す
る
の
横
倉

に
恵
ま
れ
祐
乗
の
見
解
を
改
訂
す
る
所
が
砂
-
な
か
っ
た
｡
特

に
碑
文
の
第
三
行
第
二
語
に
封
す
る
彼
の
新
見
解
は
多
-
ウ
ラ

ジ
ミ
ル
ツ
タ
フ
に
負

へ
る
事
は
其
序
文
に
彼
が
明
言
す
る
所
で

あ
る
｡

以
下
に
掲
ぐ
る
も
の
は
其
の
抄
葦
で
あ
る
｡
備
原
文
は
立
論

の
順
序
を
第
四
行
よ
り
始
め
て
居
る
が
､
此
所
に
は
便
宜
上
配

列
を
攻
め
て
掲
げ
る
事
に
し
た
｡

n
I
I
U
成
青
息
汗
の
正
字
法
は

e
i品
is
に
非
す
し
て
.
e
in･

g
g
is
で
あ
る
｡

∩
Ⅰ
2
U
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

han･u
と
生
格
の
形
に
'
バ
ン
ザ
ロ

フ
は

han⊥
と
封
格
の
形
に
読
ん
だ
｡
豪
古
語
に
於
て
主
語
は

場
合
に
よ
り
生
格
の
形
を
搾
り
得
る
｡
共
は
従
属
文
に
し
て
而

も
客
語
が
輿
格
の
形
を
探
る
場
合
に
於
て
の
み
許
さ
る
1
法
則

で
あ
る
｡
サ
ナ
ン
･
セ
チ
ェ
ン
に

S
id
u
rg
u
h
ag
an
･u
m
og
a;

b
.
Ⅰ
on
h.bith.i
.dur
･-
･･｢
シ
ヅ
ル
グ
可
汗
が
惑
人
に
撃
っ
た

後
-
-
｣

の
如
き
其
例
で
あ
る
｡
併
し
此
法
則
は
本
碑
文
の

場
合
に
は
適
合
し
得
ら
れ
な
い
｡

蓋
し
其
客
語

b品
a
O
rg
ai

h
o
rik
san
は
右
僕
件
を
具
へ
な
い
か
ら
O

他
面
碑
文
の
示
す
苗

文
字
的
特
徴
は
十
分
之
に

han･i
な
る
護
身
を
輿

へ
得
る
だ
ら

う
.
(∩
軒
1
U
参
照
)

｢
J
I
2
リ
コ
ピ
ー
の
示
す
限
り
'

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
讃
方
は
正
し

い
｡
ir
he
な
る
語
は

ア
ル
グ
ン
汗
の
書
翰
第
二
十
行
に

erh
e

｢
政
府
｣
の
意
味
に
於
て
示
さ
れ
て
居
る
｡
之
に
封
し
バ
ン
ザ
p

フ
の
讃
方

irgen
が
原
文
に
相
異
す
る
事
は
.～t
n
Ⅳ
I
U
Isu
h
k
e

の
語
尾
と
比
べ
て
明
瞭
で
あ
る
｡

∩
甘
3
U
本
語
は
其
頭
部
を
鞄
裂
の
麓
に
破
推
さ
れ
て
居
る
が

副
動
詞
の
語
尾

ju
を
具
へ
て
居
る
事
及
び
文
章
中
に
占
る
位

置
よ
り
次
の
如
き
限
定
を
受
け
る
.
乃
ち

Sartagul
irh
e
が

成
青
息
汗
の
b
ag
oju
｢
綜
還
し
て
｣
に
発
行
し
て
自
ら
経
験
し

た
行
麓
を
意
味
す
る
術
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
此
鮎
''(
ン
ザ

ロ
フ
が
字
母
-
を
穐
裂
中
に
失
っ
た
と
見
倣
し
て
之
に
輿
へ
た

tau
tiju
の
禄
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ejeteju
｢
占
償
し
.V
｣
よ
･り
遇
に

原
文
に
適
す
る
と
恩
は
れ
る
｡
蓋
し
サ
ナ
ン
･
セ
チ
ェ
ン
'
ア
ル

ク

ン
･
ト
プ
チ
に
淑
て
｢
雛
服
す
る
｣
の
意
味
は
往
々

tag
u
-ih
u
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を
以
て
示
さ
れ
て
居
る
か
ら
｡

∩
瓜
1
U
シ
ユ
､､､ッ
ト
は
之
を

erten
･i
｢
古
き
｣
と
讃
ん
だ
.

バ
ン
ザ
p
フ
は
古
文
字
聾
の
法
則
に
合
は
ぬ
と
の
理
由
を
以
て

之
を
斥
け
'
新
に

a
raT
i,
乃
至

eret･i
の
讃
方
を
提
出
し
､

此
場
合
に
適
合
す
可
き
も
の
と
し
て
前
者

｢
人
々
｣
を
探
用
し

た
｡
併
し
乍
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
コ
ピ
ー
も

バ
ン
ザ

ロ
フ
の
コ
ピ

ー
も
其
の
示
す
所
は
僕
に
e
)
r
)
tJ
i
の
四
字
母
に
過
ぎ
な
い
｡

従
っ
て
本
譜
を
解
し
て

erten
･i
乃
至

eret･iJ
a
ra
t･i
と
す

る
に
は
字
母
の
不
足
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
｡
尤
も
バ
ン
ザ

ロ

フ
は

｢
本
譜
の
基
本
線
は
字
母
r
の
産
後
に
於
て
引
延
ば
さ
れ

て
居
る
｡

之
は
字
母

a
が
英
断
に
存
在
す
る
事
を
示
す
も
の
で

あ
る
｣
と
説
明
を
加

へ
て
は
居
る
が
t
か
1

る
説
明
は
共
に
先

行
し
て
､
苗
代
豪
古
語
の
綴
字
法
に
は
基
本
線
の
伸
縮
を
以
て

母
音
を
指
示
す
る
法
則
が
存
し
た
事
が
詮
明
さ
れ
ね
は
無
意
味

で
あ
る
｡

之
に
反
し
て
ラ
ド
ロ
フ
の
銅
版
真
贋
は
本
譜
の
左
側
に
二
個

の
鮎
を
寛
し
て
居
る
.

一
は
本
語
の
最
初
の
歯
の
傍
に
'
他
は

従
来
-
と
謹
ま
れ
て
居
た
符
鋸
刃
の
下
端
に
於
て
で
あ
る
.

頭

字
母
が
n
で
あ
る
事
は
之
に
伐
て
決
定
さ
れ
る
.

以
下
第
二
字

母
に
想
像
し
う
る
r
､
+～.
'
第
三
字
母
に
想
像
し
得
る
E
.
-

の
轡
化
を
組
合
せ
て
､
吾
人
は

nron･i,
n
rt･i)
n
t
io
n
･i)
n
t
itIi

の
縁
を
得
る
で
あ
ら
う
｡
然
る
に
蒙
古
語
に
於
て
n
+
cli,
n
+
r

の
如
き
結
合
は
語
の
初
に
生
じ
得
な
い
.
是
に
放
て
吾
人
は
弟

二
字
母
を
詳
細
に
検
討
し
鹿
し
て
'
共
が
大
き
さ

･
屈
折
の
鮎

に
於
て
S
artagu
lEI
l
J
･
h
.
riksap
r.-

2
U
･
gu
rban∩Ⅳ
3
し

の
r
に
等
し
か
ら
ず
叉
e
in
g
g
isn
I
I
U
の
L.
に
も
異
な
る
を

賢
兄
L
t
英
断
に
楕
園
の
破
損
し
た
字
母

O
を
認
め
た
の
で
あ

る
.
本
譜
は
か
-
て

n
oy
on･i
と
読
ま
ぬ
ば
な
ら
な
い
.

是
に
於
て
吾
人
は
簡
畢
な
が
ら
'
碑
文
中
接
尾
語
-
を
件
ふ

二
個
の
名
詞

han･i
r
_
Ⅰ
2
し
･
n
oy
on
･in
取
1
U
の
文
法
的
性
質

に
就
て

一
言
し
た
い
o
バ
ツ
ザ
ロ
フ
は
此
間
短
に
開
し
ボ
ブ

ロ

フ
ニ
コ
フ

｢
蒙
古
カ
ル
ム
ー
ク
語
文
典
｣
四
七
七
節
に
俵
嬢
し

次
の
如
-
言
て
居
る
｡
｢
han･i
及
び

a
lat･i
の
二
語
は

蒙
古

語
に
存
す
る
規
則
に
従
払
'
形
動
詞

h
u
rik
san
｢
集
合
し
た
る
｣

の
主
語
と
し
て
封
格
の
形
を
探
っ
て
居
る
､
之
は
恰
も
ラ
テ
ン

語
に
於
け
る
不
定
形
を
伴
ふ
封
格
に
類
す
る
｣
と
｡
か
-
て
彼

は
碑
文
の
従
属
文
を
e
iA
g
is
h
an
･i
S
artagu
l
irgen
tauliju

bagoju
ha
tn
u
k
m
o
A
g
O
l
o
lo
s･u
n
a

r

a

T

i

B
o
g
a

S
u
e
ig
ai

h
tTriksan
d
u
r
-
･･･
｢
成
青
息
汗
が
サ
ル
タ
グ
-
ル
の
民
を
征

服
し
て
韓
国
L
t
全
豪
石
部
人
が
ブ
ガ

･
ス
チ
ガ
イ
に
集
合
)
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た
時

‥
-
｣
と
謂
L
t
共
析
に
二
個
の
主
語
を
認
め
.た
の
で
あ

る
｡
併
し
乍
ら
バ
ン
ザ

ロ
フ
が
提
出
し
た
文
章
論
は
此
場
合
の

説
明
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
o
彼
の
説
明
よ
り
す
れ
ば
'
蒙
古

語
の
接
尾
語
-
は

一
般
に
封
格
の
み
な
ら
ず
主
格

･
生
格
の
符

琴
た
り
得
る
と
云
ふ
理
解
を
輿

へ
る
だ
ら
う
.
蒙
古
語
に
G
'て

接
尾
語
Ⅰ
が
主
格
･生
格
･封
格
を
表
は
す
事
は
事
箸
で
あ
も

｡

例

へ
ば

｢
ゲ
セ
ル
汗
物
語
｣
に
見
え
る
文
章

crIl
tihin･i
baliba･

elrl
iih
in
･i
seg
iiein
･i
m
ih
a
Iasu
laju
d
o
holang
bolba･

に
於
て
'
例
文

T
は

｢
娘
を
捕

へ
た
｣
の
意
味
に
し
て
'
明
か

に
封
格
を
示
す
o
之
に
反
し
例
文
二
に
G
'て
其
客
語
d
o
holang

b
otba
と
論
理
的
関
係
を
以
て
示
さ
れ
た

iihin･i
は
'
例

一
に

菓
る
と
同

一
の
形
を
典
へ
て
屠
を
に
不
拘
'
吾
人
は
之
を
主
格

に
解
す
る
.

吏
に

seg
鷲
irl･i
に
至
っ
て
は
生
格
の
意
味

を

認
め
ね
ば
な
ら
な
い
.

換
言
す
れ
ば
例
文

第
二
は

tihin･inu

seg
tie
in
･u

m
ih
a
tas
uraju
dohotang
bo
lba
｢
娘
は
腹
の
内

を
悔
い
て
肢
と
な
っ
た
｣
と
書
き
轡

へ
ら
れ
る
如
き
是
で
あ
る
｡

併
し
此
等
の
例
は
決
し
て
無
制
限
に
許
さ
る
1
性
質
の
も
の
で

は
な
い
｡
無
論
共
析
に
は
自
ら
楳
件
が
要
求
さ
れ
て
屠
る
｡
ボ

ブ
ロ
フ
ニ
コ
フ
の
文
典
は
バ
ン
ザ
ロ
フ
が
不
十
分
に
引
用
し
た

健
件
に
封
し
ラ
テ
ン
語
の

accusat
ivu

s
cum
in
f
in
itiv
o

と

の
同

一
を
否
定
し
っ
1
史
に
次
の
限
定
を
加

へ
て
居
る
｡｢
主
格

が
封
格
の
形
を
探
る
の
は
濁
り
形
動
詞
が
位
格
に
胡
首
す
る
場

合
で
あ
る
｣
と
O
か
1

る
場
合
'
乃
ち
主
語
が
封
格
の
形
を
麓

し
客
語
が
助
詞

d
u
r
を
伴
ふ
形
動
詞
た
る
‥場
合
に
春
て
は
'

-
此
場
合
共
は
従
属
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
-
か
1

る
碓
鹿
又

は
通
常
夫
々
一
個
の
主
語

･
客
語
を
有
す
可
き
筈
で
あ
っ
て
､

.I(
ン
ザ
ロ
フ
の
潮
謬
の
示
す
如
-
､

二
個

の
主
語

h
a
n
･
i,

a
ra
T
i
と
二
個
の
客
語

b
ag
o
ju)

huriksan
を
具
ふ
る
事
は

あ
り
得
な
い
｡
従
っ
て
バ
ン
ザ

ロ
フ
に
し
て
若
し

huliksa
n

d
u
r

を
以
て
本
従
属
文
の
客
語
な
り
と
見
倣
し
た
と
す
れ
ば
'

彼
は
第
二
の
主
語
a
raT
i
の
役
割
を
示
す
事
は
出
禿
な
い
｡
と

云
っ
て
副
動
詞

b
ag
.ju
は
常
然
此
の
従
属
文
の
客
語
た
り
得

な
い
で
あ
ら
う
｡
此
事
は
本
従
属
文
と
全
く
構
造
を
同
じ
く
す

る
サ
ナ
ン
･
セ
チ
ェ
ン
中
の
次
の
一
節

C
ih
g
is
h
a
n
T
angu
t
d
u
l
huraju
T
iil
m
ehei
bo
lg
asu
n
･i

g
u
rb
an
d
a
bhor
biiseleju
e
gereh
d
i
d
u
l
｢
成
青
息
汗
が
タ

ン
ダ
ー
ト
に
薬
草
L
t
ツ
ル
メ
へ
イ
城
を
第
三
回
目
に
攻
陶
せ

し
時
｣
に
徹
し
て
明
瞭
で
あ
る
｡

か
-
考

へ
る
時
'
本
碑
文
中
'
接
尾
語

-

を
伴
ふ
二
名
詞
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han･)',noy
on
･i
(
バ
ン
ザ

ロ
フ
の
謹
み
方
に
稚

へ
ば

a
rat･i)

は
､
前
者
を
以
て
封
格
の
形
を
搾
れ
る
主
語
と
篤
L
t
後
者
は

形
の
示
す
ま
1
共
産
接
目
的
語
と
解
し
て
jE
鶴
を
矢
は
な
い
｡
一

∩
E=

2
し
従
来
諸
研
究
者
が
其

の
解
説
に
最
も
岡
難
を
感
じ
た

の
は
本
譜
で
あ
っ
た
｡

従
っ
て
其
解
決
は
碑
文
の
仝
内
容
の
決

定
に
基
石
の
役
割
を
演
す
可
き
,O
の
で
あ
る
.

然
る
に
碑
石
を

横
断
す
る
亀
裂
は
本
語
の
虞
中
を
通
過
し
て
居
り
'
馬
に
其
の

決
定
的
解
答
は

永
遠
に

不
可
能
な
る
を

恩
は
し
め
る
｡

之
を

b
og
a
o
rg
a
i
｢
凡
ゆ
る
不
和
｣
と

謬
し
た
シ
ユ
､､､ッ
ト
の
説
は

バ
ン
ザ

ロ
フ
の
反
駁
に
合
し
て
先
づ
潰

へ
た
｡
然
る
に
之
に
地

名

B
llg
a
S
u
e
ig
a
i
を
認
め
､
縛
-
動
詞
-

彼
は
之
を

huriksan

｢
集
合
す
る
｣
と
解
し
た
-
と
結
合
し
て

｢
ブ
カ
･
ス
チ
ガ
イ
に

集
合
し
た
る
時
｣
と
解
し
た
バ
ン
ザ

ロ
フ
の
主
張
も
其
理
由
は

極
め
て
簡
軍
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
.
｢
B
u
g
a
S
u
eig
a
i
は

位
格
の
符
親
無
し
に
示
さ
れ
て
居
る
｡
共
は
此
語
が
動
詞

hu･

riksanの
前
に
位
置
し
両
者
の
関
係
が
明
確
で
あ
る
｣
と
云
ふ

の
が
共
で
あ
る
｡
吾
人
は
先
づ
蒙
古
語
に
於
て
文
章
中
､
地
名
･

人
名
が
輿
格
の
場
合
其
の
位
格
の
符
就
な
し
に
放
置
さ
れ
得
る

か
香
か
を
調
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
本
文
章
と
文
法
的
構
造

の
酷
似

す
る

一
例
が
サ
ナ
ン
･
セ
チ
ェ
ン
中
に
見
受
け
ら
れ
る
｡

即
ち

H
o
o
rlos･un
N
aran
hagan
horin
tiim
en
ho
rtas
ylan

abun
u
k
toju
H
d
rihe
H
iibh
e

r
d
eg
ere
bailtoho
i
d
u
r
･･･

｢
ホ
ル
ロ
ス
の
ナ
ラ
ン
汗
は

二
十
寓
の
ホ
ル
ロ
ス
人
を
迎
撃
せ

ん
と
て
'
フ
リ

へ
･
フ
ブ

ヘ
ル
に
戦
ひ
し
時
-
-
｣
此
場
合
地

名

H
守
ih
e
H
告
h
er
に
は
明
に
輿
格
の
助
詞
が
添

へ
ら
れ
て

居
る
｡
今
バ
ン
ザ

ロ
フ
の
説
に
従
っ
て

d
ereg
e
を
省
略
せ
ん

か
'
本
文
章
は
完
全
に
無
意
味
に
化
す
る
で
あ
ら
う
｡

他
面
古
文
字
嬰
的
特
徴
に
G
rて
も
'バ
ン
ザ

ロ
フ
の
断
定
は
再

考
す
可
き
鎗
地
を
持
っ
て
居
る
｡
乃
ち
本
譜
の
上
牛
-
共
は
シ

ュ
ミ
ッ
ト
'
バ
ン
ザ

ロ
フ
よ
り
等
し
く

b
o
g
a,
bug
a
の
綾
を

斌
輿
せ
ら
れ
た
1
に
S
'て
'
最
初
の
三
字
母
に
封
し
て
は
之
に

異
義
を
挟
み
得
な
い
と
し
て
も
､
第
四
字
母
に
関
す
る
限
り
之

に

a
以
外
の
謹
方
を
認
め
る
事
は
全
然
不
可
能
で
は
な
い
｡
ラ

ド
ロ
フ
の
銅
板
真
贋
は
漠
然
な
が
ら
字
母

d
を
想
像
せ
し
め
て

居
る
｡
次
に
本
譜
の
下
部

-
シ
ユ
､､､ッ
ト
は
之
を

o
rg
ai
と
謹

み
'
バ
ン
ザ

ロ
フ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
認
め
て
r
と
せ
る

字
母
を

完
全
な
援
'i;i
と
解
し
'
吏
に
穐
裂
中
に
授
し
た
と
見
倣
す
S
を

加

へ
て
七
個
の
字
母

S
u
e
ig
a
i
に
復
元
し
た
I
は
ラ
ド
ロ
フ
の

銅
版
電

県
に
最
も
よ
-
侍

へ
ら
れ
て
居
る
｡
乃
ち
亀
裂
中
に
津

城
し
た
語
頭
の
左
側
に
は
'
前
二
者
の
コ
ピ
ー
に
は
晩
漏
せ
ら
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れ
た
二
個
の
分
別
琴
音
符
親
が
1E
碇
に
保
存
せ
ら
れ
て
'
本
譜

の
頭
部
に
g｡

又
は
gu
の
鍵
を
確
認
せ
し
め
て
居
る
｡
同
様
に
最

後
の
字
母
に
於
て
も
叉

h
an
･ir
Ⅰ
2
し
･
n
oy
o
n
･in
ES=1
U
の
語

尾
の
形
に
比
べ
て
寧
ろ
r
に
近
き
を
慣
ら
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら

う
｡
吾
人
は
か
-
し
て

g
o
e
ig
ar,
g
u
e
ig
a
l

の
形
を
復
元
す

る
｡
然
る
に
古
代
ウ
イ
グ
ル
豪
苗
字
の
正
字
法
に
於
て
､
語
頭

の
g
は
通
常
分
別
琴
音
符
教
を
伴
は
な
い
事
賓

1
碑
文
中

の

g

u
ein
∩Ⅳ
3
∪
･
g
u
rb
an
n
Ⅳ
-∂U
は
之
を
例
示
し
て
居
る
t
を

併
せ
考

へ
る
時
右
の

g
o
e
ig
a
l
乃
至

g
u
e
3g
a
r
は
常
然
男
性
母

音
に
帝
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

以
上
の
考
察
の
結
果
'
吾
人
は
本
譜
を
以
て
二
語
と
解
し
凍

っ
た
従
来
の
見
解
を
全
然
放
棄
し
て
之
を
穐
裂
に
よ
り
二
分
せ

ら
れ
た

一
語
と
諌
む
可
き
を
主
張
す
る
.
此
場
合
上
牛

bog
t)

b
og
d
.
と
下
牛

g
oeig
ar
を
凝
滞
す
可
き
男
性
母
音
と
し
て
最

も
適
切
な
る
は
0
で
あ
る
｡
か
-
て
敏
種
の
組
合
せ
の
中
か
ら

吾
人
が

b
og
-og
o
eiga
r
な
る
班
を
特
に
提
出
せ
ん
と

す
る
も

の
は
'
共
が
語
根
よ
り
推
し
て

｢
契
約

･
協
定

･
競
技
｣
に
相

常
す
る
語
に
最
も
近
い
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
釦
ち

bog
to
l
｢
約
束
｣

bogt.
1al一u
｢
約
束
す
｣

hog
tofrae二
.袖
手
｣

｢
守
れ
る
約
束
｣
(
如
誓

ih"
:
如
フ
)等
は

㌃

O
姦

讐

す
る

語
で
あ
り
'
叉

b
og
a仇
a
-
bosa
｢
陪

･
陪
審

･
競
技
｣

b
o･

said
.
h
o
｢
括
る
｣
bo
g
.gd
a
l
b6gd
a
｢
防
事
｣
等
は
之
に
極
め

て
執
近
で
あ
る
.

余
の
繰
出
せ
る
讃
方
は
か
1

る

bog
tog
ae
i

に

in
strum
entalis
の
助
詞

g
ar
の
附
い
た
形
に
他
な
ら
な

ヽ
0
)

本
語
は
席
-
動
詞

h
o
riksan
-
此
語
が
動
詞

ho
rih
u
｢
決
定

す
る
｣
(酎
禦

崇

が
即
)

の
形
動
詞

過
去
形
な
る
事
は
下
述

す
る
桝
で
あ
る

I
と
結
合
し
て
文
法
的
に
矛
盾
な
き
文
章

bog
togoα
ig
a
r
h
or
iksan
d
u
r
を
形
成
す
る
｡
文
字
通
り
に
謬

す
れ
ば

｢
競
技
す
る
所
の
粕
手
を
以
て
指
定
す
る
｣
･
｢
競
技
に

就
て
理
由
を
指
示
す
｣
と
な
る
｡
要
す
る
に
此
語
句
を
以
て
碑

文
の
作
者
は
射
撃
競
技
の
煤
件

･
儀
式
を
叙
述
し
た
も
の
と
考

へ
待
ら
れ
る
で
あ
ら
う
｡

〔

-
3
U
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
之
を

h
o
liksan
と
骨
詳
し

｢
∩憤
怒

を
し
席
や
し
た
る
｣
と
意
味
を
附
し
た
O

之
に
封
し
て
バ
ン
ザ

p
フ
の
見
解
は
攻
の
様
で
あ
る
O
｢
蒙
古
語

horihu
は
｢
頃
を

固
ら
す

･
遮
断
す

･
禁
止
す
｣
の
意
味
こ
そ
あ
れ

シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
詮
-
が
如
き

｢
阻
止
す

･
籍
や
す
｣
の
意
味
は
存
し
な
い
｡

此
語
は

h
u
riks
.7
m

と
謹
む
可
き
で
あ
る
.
h
uriksan
と
は

｢
集
合
し
た
る
｣
の
意
味
に
し
て
現
今
巳
に
厳
さ
れ
て
冒
る
が
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其
派
生
語
よ
り
知
ら
れ
る
動
詞

huriヨO
i
｢
集
ま
る
｣
(
チ
ャ
ガ

タ
イ
語

hurim
ak)
の
形
動
詞
過
去
形
で
あ
る
｣
と
｡
碑
文
は

明
か
に

horiksan
‖･Thuliksan
な
る
榛
を
示
し
て
居
る
｡
バ
ン

ザ

ロ
フ
は
特
に

horiksan
よ
り

.huriksan
を
選
ん
だ
の
で

あ
る
が
果
し
て
孜
の
主
張
す
る
如
-
此
語
に

｢
集
ま
り
た
る
｣

の
意
味
を
認
め
得
る
だ
ら
う
か
｡
発
づ
此
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら

め
.
現
今
蒙
古
人
は

horihu
I
horhu,
hurahu
の
二
動
詞
を

持
っ
て
居
る
｡

horigu
l
｢
垣

･
風
よ
け

･
羊
小
屋
｣

h
orim

｢
集
合

･
客

･
酒
宴
｣

horiTta
｢
禁
令

･
概
要
｣

hurat｢隻

合

･
集
合
地
｣
は
此
等
と
同
種
の

一
帯
の
名
詞
で
あ
る
｡
此
等

7
聯
の
語
の
言
語
学
的
特
徴
は

才

一｢

｢
場
所

･
欠
筒

･
ポ
ケ

ッ
ト
｣
を
共
通
の
語
根
と
す
る
事
で
あ
る
｡
此
語
根
は
｢
結
合
･

集
合
二

重
鰹
を
形
成
す
る
集
合
的
部
分
｣
の
意
味
を
輿

へ
る
｡

ho
rihu
=･･horhu
と

huralm
と
は
同

一
語
根
を
有
す
る
結
果
､

雨
着
の
意
味
は
極
め
て
近
接
で
は
あ
る
が
両
も
同

一
で
は
な

い
.
前
者
は
後
者
に
比
べ
て
､
最
初
に
語
根

才
ヨ
1よ
り
生
じ
た

形
で
あ
る
｡
後
者
は

h
ori十
ga+
hu
l
hori
+
a
+
h
u
ュ

hura
h
u
の
帽
を

以
て
生
じ
た
物
に
他
な
ら
な
い
｡
従
っ
て

horihu
は

｢
壕
中
に
禁
鋼
す

･
鎖
を
か
け
め
ぐ
ら
す

･
外
Hl
を

禁
す

･
境
鼎
を
定
め
る

･
説
得
す
る
｣
の
如
き
'
要
す
る
に
行

動
の
磯
緒
を
意
味
す
る
に
対
し
､
h
u
rah
u
は
委
任
粕
の
形
を

具
べ
て
居
る
丈
に

｢
園
遷
す

･
攻
幽
す

･
集
合
す

二

つ
に
集

結
す
｣
の
如
-
､
行
麓
の
若
干
の
完
結
を
示
す
の
で
あ
る
.
か

-
観
じ
乗
る
時
､

horiksan
=
huriksan
の
形
を
明
確
に
碑
文

に
示
さ
れ
.た
る
本
語
は
'
常
然

ho
rih
u

の
形
動
詞
過
去
形

ho
riksarlた
る
可
-
､
其
の
委
任
州

hurahu
で
は
あ
り
得
な

い
.
経
っ
て

h･Jriksan
に

｢
集
合
す
る
｣
の
意
味
を
常
て
ん

と
す
る
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
見
解
は
到
底
成
立
し
な
い
で
あ
ら
う
｡

∩
Ⅳ

1
∪
本
譜
は
バ
ン
ザ

ロ
フ
以
前
の
翻
評
者
に
よ
り

yeruB･

k
e
｢
仝
鰭
と
し
て
｣
と
解
せ
ら
れ
て
満
た
｡
凡
て
其
第
三
字
母

を

r
と
誤
っ
た
結
兼
で
あ
る
.
之
が
字
母
S
た
る
事
は

h
o
r
i･

ksan〔
-
3
U
の
形
を
垂
順
し
て
明
瞭
で
あ
る
.
吾
人
は
バ
ン
ザ

ロ
フ
の
讃
ガ

Isuhkeの
決
定
的
な
る
に
従
ふ
可
き
で
あ
る
.

∩

Ⅳ
｡3j
本
譜
は
稚
釆
誰
に
も

完
全
に
は

理
解
さ
れ

な
か
っ

た
｡
ワ
ン
チ
コ
フ
は
､
彼
の
謬
文
よ
り
推
し
て
､
之
に

O
n
on

な
る
個
有
名
詞
を
認
満
た
如
-
で
あ
る
.
シ
ユ
ミ
ッ
･L
は

O
n
･

o
n
od
u
r,

C
hon
d
od
u
r)
C
hondojo
r

三
様
の
諌
方
を
仮
定
し

両
も
最
後
の
決
定
は
之
を
保
留
し
た
｡
バ
ン
ザ
ロ
フ
は
其
の
捷

出
せ
る
五
位
の
捷

O
n
to
d
o
r〉

ondodor}
on
h
o
to
rT
h
o
n
h
o
d
or,

h
ongodo
r
中
'
軍
に
共
が
被
の
歴
史
的
詮
明
に
最
も
適
合
す
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る
と
の
理
由
で
特
に

h
o
n
g
o
d.rI
彼
に
よ
れ
ば

現
今

イ
ル
ク

ー
ツ
ク
鯨
ア
ラ
ル
管
区
在
任
の
ホ
ン
ゴ
ド
ー
ル
部
族
は
嘗
て
ア

ル
グ
ン
河
畔
に
遊
牧
し
､
イ
ス
ン
ケ
の
隷
民
に
属
し
て
居
た
-

を
採
る
可
き
と
し
た
｡
蓋
し
碑
文
全
鰻
の
意
味
上
'
イ
ス
ン
ケ

大
王
の
分
地
を
梼
成
す
可
き
蒙
古
部
族
名
が
本
譜
に
表
現
せ
ら

れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
線
悪
に
立
脚
し
た
の
で
あ

る
｡
併
し
乍
ら
此
の
解
樺
は
幹
わ
に
も
原
文
と
背
馳
す
る
.
さ

れ
ば
流
石
に
バ
ン
ザ

ロ
フ
も

｢
此
語
は
碑
銘
中
最
も
多
-
破
損

を
蒙
て
居
り
'
頭
字
母
h
は
t
に
襲
形
し
て
了
つ
て
居
る
｣
と

厨
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
.

然
る
に

シ
ュ
ミ
ッ
ト

･
バ
ン
ザ

ロ
フ
･
ラ
ド
ロ
ブ
三
者
の
哀

し
に
於
て
'
本
譜
は
其
輸
廓
の
描
富
に
相
異
が
存
し
な
い
｡
従

っ
て
此
等
三
コ
ピ
ー
は
原
文
を
韮
碇
に
寛
し
た
も
の
と
断
じ
得

ら
れ
る
｡
両
も
本
譜
の
各
字
母
の
特
徴
は
'
此
等

コ
ピ
ー
に
於

て
す
ら
'
他
の
語
以
上
に
好
-
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
事
は

一
見

明
瞭
で
あ
っ
て
'
此
鮎

本
譜
を
目
し
て

｢
最
も
破
損
を
蒙
れ

る
｣
と
す
る
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
確
信
は
何
ら
根
嬢
な
き
も
の
と
な

る
O
'.(
ン
ザ
p
フ
自
身
も
是
認
せ
る
如
-
'
本
譜
は
碇
に

on･

to
d
o
rI
o
n
d
o
d
o
r
と
読
ま
ぬ
ば
な
ら
な
い

o
hongod
o
r,
o
n
-

hOtor
な
る
讃
方
は
全
-
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
創
造
に
過
ぎ
な
い
｡

共
は

h
am
u
k
n耳
5
L
h
o
rik
san〔
孤

Cyこ

g
u
rb
an
C
Ⅳ
3
U
g
u
e
in

｢
Ⅳ

5

U

に
於
て
'
字
母
h
-
g
は
執
れ
も
形
大
に
'
凸
起
著
し

き
に
参
照
し
て
骨
か
れ
よ
う
｡
或
は
又
t

g
､
h
を
儀
別
す
可

き
分
別
琴
音
符
既
が
本
譜
の
中
央
部
に
存
し
な
い
鮎
に
於
て
同

様
で
あ
る
｡

ontudurいun
な
る
形
は
名
詞
の
生
格
形
と
考
へ
ら
れ
る
と

同
時
に
形
動
詞
過
去
形
と
も
見
倣
し
得
ら
れ
る
｡
併
し
乍
ら
此

間
短
の
解
決
は
容
易
で
あ
る
.

と
云
ふ
の
は
､
以
下
に
清
く
語

句
'
即
ち
本
碑
文
の
主
文
章
を
修
飾
す
る

oTltudu
tu
g
a
｢
射
中

て
た
り
｣
∩
V
I
U
と
の
関
係
上
'
形
動
詞
た
る
を
得
な
い
か
ら
｡

o
n
tu
d
uh
u

と
等
意
義

の
動
詞

ontusuhu｢
上
方
に
射
る
､

遠
方
に
射
る
'
標
的
を
射
雷
る
｣
が
其
の
封
象
名
詞
と

し
て

ontu
s
um
a｢
箭
の
飛
朔
'
距
離
､
遠
方
に
射
ら
れ
た
箭
の
飛
朔

距
離
｣

(㌶
巌
か
)
老

す
る
基

照
し
て
'
同

T
b̂
意
味
と

関
係
と
を
動
詞

o
ntud
u
h
u

名
詞

o
n
tu
d
u
r

に
認
め
る
事
は

全
く
可
紀
で
あ
る
｡

∩

Ⅳ
7
∪
碓
釆

ete
is･
d
u
r
｢
使
節
等
に
よ
り
｣
eliy
e
･dur
｢
悪

魔
に
｣
a
lta
k
-d
u
r
｢
軍
人
に
｣
の
三
様
の
諸
が
之
に
輿

へ
ら
れ

て
弗
た
｡
本
譜
の
解
樺
は
'
党
づ
共
が
正
確
に
輿
格
の
形
に
謬

さ
れ
る
事
が
第

7
候
件
で
あ
る
.

此
鮎
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
解
棒
は
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不
完
全
た
る
を
免
れ
な
い
｡
彼
は
本
譜
を
謬
し
て
三
格
の
形
と

は
し
て
居
る
も
の
＼

共
に
封
鷹
す
る
動
詞
を
脱
漏
し
蓬
に
完

全
文
を
構
成
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
｡

最
後
に
バ
ン
ザ

ロ
フ

の

a
lta
k
d

u

r

o
n
d
ula
g
a

に
於
て
も
同
様
で
あ
る
.
彼
は
動

詞

on
dom
o
i
に
原
因
形
の
添
尾
断
を
附
し
て
被
動
詞
的
に
用

ひ
ら
れ
る
と
す
る
動
詞

O
ndu
u
lam
o
i
を
想
像
し
'
其
過
去
形

o
n
du-ag
a
｢
分
離
さ
れ
た
'
分
割
さ
れ
た
｣
を
以
て
輿
格
形
の

補
語

a-takd
u
rに
鷹
ぜ
し
め
､
之
に

｢
戦
士
等
に
分
割
せ
ら

れ
た

=
戦
士
等
を
采
邑
と
し
て
受
領
し
た
｣
の
意
味
を
輿

へ
た

の
で
あ
る
｡
併
し
乍
ら
彼
の
主
張
す
る
如
き
動
詞
形
態
の
不
規

則
な
構
造
と
云
ふ
鮎
を
認
め
た
と
し
て
も
､
余
は
共
の

a
lta
k

d
u
r
o
n
d
u
lag
a
な
る
表
現
に
春
て
'
助
詞

d
u
r
が
仝
-
不
適

常
な
る
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡

且
成
青
息
汗
時
代

al
な

る
語
は
中
線
の
意
義
に
用
･S
ら
れ
た
o
従
っ
て

altak
と
は
之

を
構
成
す
る
軍
人
を
意
味
す
る
と
の
彼
の
説
は
何
等
根
嫁
が
な

い
o
常
時
､
直
接
軍
人
を
表
は
す
語
は
捕
り
諾
r
ig
あ
る
の
み

で
あ
っ
て
､

(卵か酢
鮎

)
a
lta
k
乃
至

之
に
類
す
る
語
に
し

て
｢
軍
隊
の
軍
位
｣
｢
軍
隊
を
構
成
す
る

一
部
分
｣
の
内
容
を
有

し
た
る
も
の
は
現
今

ブ
リ
ャ
-
ト
豪
古
語
中
に

一
も
橡

へ
ら
れ

て
居
な
い
.

他
面

コ
ピ
ー
に
関
し
て
云
ふ
も
t
G
)本
語
の
第
三
字
母

-
-

d
は
シ
ユ
,,,
ソ
ト

･
''(
ン
ザ

ロ
ブ
共
に

其
の
填
補
線
の
左
端
を

切
断
し
右
端
を
基
本
線
に
接
嘱
せ
し
め
る
等
甚
し
-
正
確
を
炊

い
て
ゐ
る
｡
字
母
-
-
d
は
ラ
ド
ロ
フ
の
銅
版
富
虞
に
春
て
は

他
の
三
通
り
の
使
用
箇
所
､
S
artagu
t∩
丑
1
U
ontud
u
r
｢
Ⅳ

2
U

o
ntud
u
lu
g
a∩v
l
U
を
通
じ
明
か
に
環
状
線
の
一
端
を
基
本
線

よ
り
分
離
す
る
｡
従
っ
て
本
訴
に
於
て
基
本
線
に
接
縛
せ
る
か

に
見
え
る
箇
所
に
は
'
別
個
の
猫
立
符
親
が
識
別
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
｡
㊥
最
後
の
字
母
は
S
で
あ
っ
て
'
決
し
て
バ
ン
ザ
ロ

フ
の
如
-
K
と
見
倣
す
事
は
出
来
な
い
｡
共
は

C

in
g
g
is
∩
I

l
U
h
am
u
k∩
v
5
U
の
語
尾
と
封
照
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
｡

か

-
し
て
吾
人
は
本
語
に

a
ld
an
｢
両
手
を
接
げ
た
距
離
｣
の
複

数
形

atd
as
を
認
め
る
事
が
出
来
る
o
a
ld
an
と
は
常
時
よ
-

知
ら
れ
た
語
で
往
々
射
手
等
は

巴
d
a
de二
m
｢
張
っ
た
弓
の
倍

の
間
隔
｣
と
磨
け
て
使
用
し
た
｡
之
は
｢
両
手
を

一
杯
に
揚
げ
た

距
離
｣
の
別
の
表
現
に
他
な
ら
な
い
.
(
㌶

巌

酎
)

n
t
l
l
U
本
譜
は
碑
銘
の
最
後
に
位
置
し
､
従
っ
て
本
文
草
を

完
結
す
る
動
詞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

si
nduratgan
｢
追

放
｣
と
名
詞
に
解
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
評
が

此
鮎
誤
ま
れ
る
事

は
己
運
の
如
-
で
あ
る
｡
バ
ン
ザ

ロ
ア
は
之
を

o
n
d
u
㌻
g
a
と
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骨
謬
し

｢
分
離
さ
れ
た
'
分
割
さ
れ
た
｣
1

｢
分
前
に
受
け
た
､

采
地
と
し
て
受
領
し
た
｣
の
意
味
を
想
定
し
た
｡
牧
の
諭
嫁
と

す
る
所
は
次
の
如
き
で
あ
る
｡｢
語
格

on
は
其
涯
生
語
よ
り
推
し

て
封
照

･
特
殊
性

･
分
離

･
分
配
の
意
を
有
す
｡
語
根

on
よ
り

動
詞

o
n
d
o
m
o
i
が
派
生
し
得
る
事
は
明
か
で
あ
る
｡

之
に
原

因
形
の
添
尾
酢
を
附
し
て
生
す
る

o
n
d
u
la
m
o
i

は
受
身
動
詞

の
代
り
に
使
用
さ
れ
る
.

on
d
u
]ag
a

:は
其
過
去
形
で
あ
っ
て

｢
慣
分
さ
れ
た
｣
の
意
を
持
つ
｡

現
今

豪
古
人
の
間
に
動
詞

o
n
d
o
irno
i
が
｢
突
出
す
､
同
園
の
物
よ
り
銃
-
分
離
す
｣
を
現

し
て
居
る
事
は
之
を
誰
明
す
る
だ
ら
う
.

On
d
o
im
o
i
の
語
根

昌
d
o
i

は

o
n
dom
o
i
の
語
根

ondo
に
-
を
附
し
た
も
の
で

物
腰
の
外
部
の
静
止
を
不
す
｣
と
0

バ
ン
ザ
ロ
フ
の
此
見
解
は
彼
の
琢
想
す
る
碑
文
の
内
容
に
鎗

り
に
も
附
禽
す
る
も
の
で
あ
る
O
成
る
程
蒙
古
語

o
ndoihuに

は
確
に
｢
突
起
す
､
膨
れ
る
'
上
に
突
出
す
｣
の
意
味
が
春
る
｡

併
し
乍
ら

｢
外
部
に
向
っ
て
何
物
か
の
分
離
･排
出
｣
乃
至
｢
平

面
上
に
存
す
る
明
確
な
物
鰭
｣
の
意
味
を
輿

へ
る
語
根
は

ond
o

で
あ
っ
て
決
し
て
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
主
張
す
る
が
如
き

o
n
d
o
i
で

は
な
い
｡
o
n
d
o
i
に
は
反
っ
て
別
に

｢
暴
威
な
､
些
細
な
｣
の

意
味
が
あ
る
o
o
ndoi
hooson
yabuhu
は

｢
何
物
に
も
達
し

な
い
､
何
物
を
も
叢

ら
な
い
｣
姦

掌

.
(
㌶

毒

針
)
～

れ
ば
動
詞

0
.,d
o
ih
u
が
現
存
せ
ざ
る

ond
ulah
u
の
意
味
内
容

を
如
何
に
し
て
間
接
に
説
明
し
得
る
だ
ら
う
か
｡
殊
に
其
意
味

が

｢
朱
邑
と
し
て
受
領
す
る
｣

等
と
い
ふ
事
が
ど
う
し
て
決
定

し
得
ら
れ
る
か
｡
縦
令

1I
歩
譲
っ
て

o
ndoih
u
乃
至

O
n
e
o
iT

g
ah
u
｢
別
に
す
る
'
脇
に
置
-
｣
を
以
て
し
て
も

｢
相
埼
財
産

の
分
配
｣
｢
采
邑
の
分
配
｣
な
ど
の
意
味
は
掬
取
り
得
な
い
の

で
あ
る
.
更
に
叉

o
n
d
u
lag
a
を
分
析
し
て

｡
瑚
港

o
ndu
+

覇
.拓
哉
誹
加
背

la
+
鎧
姉
蔑

帯
融
撃
g
a
"
と
威
す
を
見
れ
ば

バ
ン
ザ
ロ
フ
は
本
譜
を
以
て
形
動
詞
過
去
乃
ち

｢
過
去
の
不
完

了
形
｣
と
認
め
た
に
相
異
な
い
.
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
､
シ

ユ
､､､
ヅ
j
･
の

s
in
d
u
r
a
lg
a
n

に
封
し
て
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
提
出
し

た
反
駁

｢
碑
銘
の
最
後
に
は
動
詞
が
束
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
荒
し
蒙

古
語
に
於
て
名
詞
は
常
に
完
全
文
を
完
結
し
な
い
か
ら
｣
は
其

ま
1

彼
自
身
に
も
適
用
さ
る
可
き
で
あ
る
｡
蓋
し
語
尾
形
と
も

完
全
文
形
と
も
認
め
得
ら
れ
ぬ
か
1

る
語
形
を
以
て
す
れ
ば
'

本
碑
文
は
無
教
養
な
者
乃
至
蒙
古
人
に
非
る
者
の
手
に
作
製
さ

れ
L
を
悪
は
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
｡

本
譜
は
其
上
部

o
nt-
ond
と
下
部

1ag
a
が
は
っ
き
り
し
て

居
る
篤
に
多
少
不
分
明
な
中
間
部
を
回
復
す
る
事
が
出
来
る
.
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然
り
I
の
前
に
u
t
u
の
前
に

t
-
d
匁
の
字
母
は
比
較
的
容

易
に
認
め
得
ら
れ
る
｡
最
後
に
此
の

t
月
と
on
t
の
最
後
の
字

母

d
の
閲
に
延
び
て
居
る
基
本
線
の
上
に
利
落
し
た
年
稽
風
の

跡
が
辛
う
じ
て
識
別
し
得
ら
れ
る
所
か
ら
'
吾
人
は
此
所
に
字

母

o=
uを
復
元
し
得
る
で
あ
ら
う
｡

苗
文
字
的
特
徴
を
辿
っ
て
吾
人
は
こ
1

に

ontud
亡
㌻ga
な

る
語
を
得
た
｡
此
語
は
疑
も
な
-

○コ｢
距
離
｣
と
tu
su
h
u
l

tud
u
h
u
｢
命
中
す
｣
の
二
部
よ
り
構
成
さ
れ
て
屠
る
.

ontuI

d
u
lag
a
は
現
今
の
動
詞

on
tuduhu
の
完
了
形

on
tu
d
u
tu
g
a

(
口
語
の

o
u
tu
d
ala,
o
n
tum
a)
に
等
し
-
､
｢
命
中
し
た
'

到
達
し
た
'
射
常
て
た
｣
の
意
で
あ
る
｡
ア
ラ
ル
ス
ク
'
ツ
ン

キ
ン
ス
ク
方
言
に
は

現
に
弊
獄
競
技
に
関
す
る
特
殊
な
表
現

saga
tu
d
ah
u
｢
的
に
覇
嘉

ろ
｣
(
謀

は

糾酢
ン)が
凍
る
し
､

叉

ontusuksan
so
m
on
iy
ar
san
a
k
san
i
titii
onoh
u
｢
上

方
に
(遠
方
に
)
琵
射
さ
れ
た
節
を
以
て
し
て
は
所
望
の
目
的
は

得
ら
れ
な
S
J
の
句
(
告

恥
か

ス
)
溜

き
其
の
扇

を
琵

す
る
｡

以
上
ラ
ド
ロ
フ
の
銅
版
発
展
を
基
と
し
て
考
記
し
た
結
果
'

私
は
碑
文
の
全
語
に
次
の
音
謬
を
輿

へ
る
に
至
っ
た
｡

e
irlg
g
is
h
an∴

S
artagu
l
erhe
tagu
liju
b.ag
u
ju
h
am
u
k
m
o
h
g
o
]
o
lo
su
rt

no
y
o
n
Ii
b
og
tog
o
eig
a
r(
?)
h
or
ik
s
a
n

d
u
r

Y
isuhke
o
u
tod
o
r･un
g
u
rb
an
Jagu
u

g
u
ein
tabun
a
td
as

d
u
r
o
n
tu
d
u-ug
a

(
謬
文
省
略
)

是
が
所
謂

｢
成
育
思
汗
碑
石
｣
上
の
碑
銘
な
の
で
あ
る
｡

〔附

託
〕

本
桐
を
草
す
る
に
常
-
'
羽
田
発
生

･
梅
原
兜
虫
よ
-
貴
患
な
る

御
教
示
と
資
料
と
を
種
々
頂
戴
す
る
串
を
得
た
の
は
何
よ
-
の
車
で

あ
っ
た
｡
附
記
し
て
以
て
感
謝
の
意
を
表
は
す
次
第
で
あ
る
｡

亦
バ
ン
ザ
ロ
フ
の
俳
論
に
鯛
し
て
は
'
筆
者
は
耗
接
其
の
論
文
に

常
る
便
宜
を
持
ち
得
す
､
俺
に
ク
リ
ユ
ー

キ
ン
の
論
文
を
通
じ
て
其

大
略
を
落
ふ
に
止
ま
る
始
末
で
あ
っ
た
が
'
偶
々
播
磨
拾
吉
氏
の
邦

語
の
蓉
表
に
接
し
'
多
大
の
参
考
の
便
宜
を
蒙
っ
た
｡
併
せ
記
し
て

謝
意
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
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